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韓同
懇
会
長
挨
拶

同
窓
会
会
長

御
室
健
　
郎
舎
同
１６
回
）

盛
夏
の
候
、

同
窓
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
は
、

同
窓

会
活
動
に
格
別
な
る
ご
理
解
、

ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
、

厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
、

昨
年
は

浜
松
西
高
創
立
９０
周
年
と
い
う
節
目

に
、

本
校
Ｏ
Ｂ
の
名
古
屋
大
学
天
野

浩
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ

る
と
い
う
ビ

ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
が
加
わ

り
、

母
校
が
大
い
に
沸
き
立
ち
ま
し

た
。
と
り
わ
け
、

私
が
同
窓
会
長
に

就
任
後
、

初
め
て
迎
え
る

「新
春
の

集

い
」
に
お
い
て
は
、
１
０
０
０
人

を
超
え
る
同
窓
生
が
集
ま
り
皆
様
の

結
束
力
を
高
め
る
契
機
に
も
な
り
、

非
常
に
嬉
し
く
思

っ
て
い
ま
す
。

あ

ら
た
め
て
、

こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

天
野
さ
ん
か
ら
は
、

習
同
校
時
代

の
恩
師
が
勉
強
の
楽
し
さ
を
教
え
て

く
れ
た
」
コ
向
校
時
代
に
と
に
か
く

本
を
た
く
さ
ん
読
ん
だ
」
と
い
う
お

話
を
伺

い
ま
し
た
。

そ
も
そ
も

「勉

強
」
と
は

「
強

い
て
勉
め
る
」
、

す

な
わ
ち

「気
の
進
ま
な
い
こ
と
を
仕

方
な
く
行
う
」
と
い
う
こ
と
が
語
源

だ
そ
う
で
す
が
、

逆
に
、

勉
強
に
楽

し
み
を
見
出
さ
れ
た
天
野
さ
ん
に

は
、
と
に
か
く
感
服
す
る
ば
か
り
で

あ
り
、

さ
ら
に
、

そ
の
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
に
は
、

浜
松
西
高
の
存
在
が
あ

っ

た
わ
け
で
、

あ
ら
た
め
て

「
郷
上
の

誇
り
」
と
い
う
思
い
を
強
く
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、

わ
が
郷
上
の
現
状
に
目

を
向
け
て
み
ま
す
と
、

浜
松
市
の
人

口
は
現
在
お
よ
そ
８０
万
人
、

こ
れ
が

２５
年
後
に
は
６７
万
人
に
ま
で
減
少
す

る
と
の
予
測
や
、

静
岡
県
の
人
口
減

少
率
は
北
海
道
に
次
い
で
全
国
ワ
ー

ス
ト
２
位
で
あ
る
と
の
報
道
が
な
さ

れ
る
な
ど
、

そ
の
将
来
に
は
、

強
い

危
機
感
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
現
実

も
あ
り
ま
す
。

少
子
化
、

高
齢
化
、

企
業
の
海
外

進
出
が
加
速
す
る
中
、

我
が
国
が
持

続
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に

は
、

人

口
減
少
に
ス
ト

ッ
プ
を
か

け
、

地
方
の
多
様
性
を
支
援
し
て
、

地
域
活
力
の
維
持
向
上
に
努
め
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、

政
府

か
ら
は
、

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
に
続

き
、

今
や
、

今
年
の
流
行
語
大
賞
に

も
な
り
そ
う
な
勢

い
で

「
地
方
創

生
」
が
叫
ば
れ
始
め
ま
し
た
。

過
去
、

地
域
活
性
化

の
た
め
に

「
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
」
と
い
う
施

策
が
打
ち
出
さ
れ
た
際
に
は
、

各
地

で
温
泉
が
掘
ら
れ
た
り
、

金
塊
を
購

入
し
た
な
ど
、

話
題
に
な

っ
た
こ
と

も
記
憶
に
残

っ
て
い
ま
す
が
、

今
回

の

「
地
方
創
生
」
は
、

単
な
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
話
題
作
り
に
留
ま

る
こ
と
な
く
、

東
京

一
極
集
中
の
防

止
や
、

新
た
な
産
業
創
出
を
図

っ
て

い
く
た
め
の
具
体
的
な
指
針
が
示
さ

れ
る
こ
と
を
大

い
に
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

た
だ
、

そ
う
は
言
い
な
が
ら
も
、

ど
ん
な
に
立
派
な
計
画
が
立

て
ら

れ
、
ど
ん
な
に
多
く
の
予
算
が
割
り

当
て
ら
れ
て
も
、

地
域
を
元
気
に
で

き
る
か
否
か
は
、

ひ
と
え
に
人
材
の

力
に
か
か

っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

お
り
し
も
、

静
岡
県
に
お

い
て

は
、

伊
豆

の
国
市

の
韮
山
反
射
炉

が
、

明
治
産
業
革
命
遺
産
の
構
成
資

産
の

一
つ
と
し
て
、

世
界
文
化
遺
産

へ
の
登
録
が
な
さ
れ
、

　

気
に
観
光

客
が
増
加
し
た
よ
う
で
す
が
、

ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
と
ま
で
は
い
か
な
い
に

し
て
も
、

地
域
を
元
気

に
し
よ
う

と
す
る
気
持
ち
、

他
に
は
な
い
ア
イ

デ
ア
や
企
画
を
発
想
す
る
力
、

そ
の

ア
イ
デ
ア
を
現
実
に
し
て
い
こ
う
と

す
る
実
行
力
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
能

力
を
有
す
る
多
様
な
人
材
が
こ
の
郷

上
に
生
ま
れ
育
ち
、

ぜ
ひ
と
も
、

将

来
、

こ
の
浜
松
市
が
平
成
の
産
業
革

命
の
発
祥
地
と
な
り
、

新
産
業
創
出

の
メ
ッ
カ
と
な

っ
て
、

世
界
各
地
か

ら
、

数
多
く
の
方
が
訪
れ
る
都
市
に

な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

メインテーマ

誰もが登つた西山台のあの坂、

90年の歴史を刻んだあの坂。

あの坂から 「浜松西高」が世界へと、

そして未来へと羽ばたく !

あの坂を登つた同志との交流を通じて、

今後の人生のさらなるステップとなる

ことを願つています。

平成28年1月 2日 (土)15:00～

グランドホテル浜松

8,000円 (高48回卒以前)

5,000円 (高49回卒以後)

浜松西高等学校同窓会

浜松西高第48回 (平成 8年 )卒 同窓会幹事会

お問合せ先 :チ ケッ トに関すること 090_4384-8301(宮地)

記念誌広告・協賛に関すること 090_3301-6898('可合)

時

所

費

日

場

会

催

営

主

運

2()1()啓墨曇義喬盤蜜

静岡県立浜松西高等学校同窓会

発 行  人

御 室  健 一郎

題   字

町 田   晃

編    集

同 窓 会 報 編 集 委 員 会

浜松市中区西伊場町3番 1号

電話 053-456-0662

印     刷

(有)ケ ーエス企画

発 行 部 数 1 5 , 1 0 0

浜二中卒業生  2,041名

浜西高卒業生 24,301名

(内女子5,317名)

内26年度卒業生240名(112名)

【羽ばたく,

Tl,00 ◆ 会場:グランドホテル浜松
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平成 27年 8月 1日 浜 松 西 高 同 窓 会 報 ( 2 ) 第 5 9 号

◇
議
事

（
一
）
平
成
２６
年
度
事
業
報
告

（二
）
平
成
２６
年
度
決
算
報
告
、

及

び
監
査
報
告

各
じ

「
２
０
１
５
年
新
春
の
集
い
」

事
業
報
告
、

決
算
報
告
、

及
び
同
監

査
報
告

（四
）
役
員
改
選

（五
）
平
成
２７
年
度
事
業
計
画

（案
）

（六
）
平
成
２７
年
度
予
算

（案
）

（七
）
「
２
０
１
６
年
新
春
の
集
い
」

事
業
計
画

◇
報
告
事
項

（
一
）
本
年
度
１０
月
上
旬
に
会
員
名

簿
の
発
行
を
予
定

含
０

「
２
０
１
５
年
新
春
の
集
い
」

か
ら
の
寄
贈
品
に
よ
り
２
階
中
央
通

６
月
１３
日

（土
）
午
後
４
時
よ
り
、

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
浜
松
孔
雀
の
間
に

て
、

平
成
２７
年
度
同
窓
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

７５
名
の
会
員
の
出
席
を
得

た
。

御
室
健

一
郎
同
窓
会
会
長
、

木
村
功
名
誉
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

今

年
度
の
議
事
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
た
。

路

へ

「質
問
コ
ー
ナ
ー
」
を
開
設

（三
）
天
野
浩
氏
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

記
念
碑
の
製
作
に
つ
い
て

◆
役
員
交
代

第
四
号
議
案
に
て
、

年
度
替
わ
り

に
伴

い
、

新
春
の
集
い
幹
事
に
よ
る

副
会
長
が
高
４７
回
か
ら
高
４８
回
に
交

代
す
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
高
４８
回
岡

本
周
二

・
西
田
容
子
の
新
役
員
２
名

が
紹
介
さ
れ
た
。

今
年
度

の
総
会
は
天
野
氏

一
色

と

い

っ
て
も

過

言

で
は
な

い
。

２
０
１
５
年
新
春
の
集

い
で
は
天
野

氏
の
参
加
も
あ
り
例
年
に
な
い
盛
況

と
な

っ
た
。

代
表
幹
事
か
ら
は
お
礼

の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。

平
成

２７
年
３
月
に
は
同
窓
会
主

催
、

天
野
氏
講
師
の
講
演
会
が

「未

来
を
築
く
皆
さ
ん
へ
」
の
テ
ー
マ
の

も
と
行
わ
れ
た
。

在
校
生
向
け
の
講

演
で
多
く
の
生
徒
が
こ
の
出
会

い
に

感
銘
を
受
け
た
そ
う
だ
。

現
在
、

後
世
に
こ
の
想

い
を
繋
げ

て
い
く
た
め
に
記
念
碑
の
製
作
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

来
春
２
０
１
６
年

新
春

の
集

い
で
は
天
野
氏

の
講
演

会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

テ
ー
マ
は

「
翔
」

（
羽
ば
た
く
）
。

浜
松
西
高

の
同
窓
生
全
員
が
世
界

へ
未
来

へ
羽

ば
た
く
原
動
力
に
な
る
会
に
し
た
い

と
熱
い
想

い
を
語
り
、

協
力
を
仰
い

だ
。

静岡銀行 蜆 塚支店

普通預金  No. 0579728

浜松信用金庫 東 伊場支店

普通預金  No. 2078057

名義はいずれも

「静岡県立浜松西高等学校同窓会寄付金回

会長 御 室健―郎』

名簿価格 4,000円 (送料 ・税込み)

予約限定出版となりますので、
購入を希望される方はお早目にお申し込み下さい。
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( 3 ) 第 5 9 号 浜 松 西 高 同 窓 会 報 平成 27年 8月 1日

平成26年度 静岡県立浜松

科   目 予 算  額 決 算  額 比較増減額 備 考

繰 越 金 7,802,148 7,802,148 0 前年度繰越金

入 金 3,600,000 0 高校67回卒業生240名

基 金 利 子 配 分 金 1.900 0 甲子園出場記念基金利子配分金

繰 入 金 500,000 2,207,480 1,707,480 新春の集い剰余金

雑 入 20,000 54,410 34,410 預金利子、同窓会名簿代等

エアコン設備料使用料 1,040,000 1,040,000 0 後援会より23年度から12年間回収

計 12,964,048 14,705,938 1,741,890

収入総額
支出総額
差引残額

1 4 , 7 0 5 , 9 3 8円

7 , 2 2 9 , 1 1 4 円

7, 4 7 6 , 8 2 4円
収入の部 (単位 :円)

平成27年5月22日          静 岡県立浜松西高等学校同窓会  会  長   御  室  健 一郎

以上のとおり報告します。                       会  計   鈴  木  微  勝

上記の決算について証拠書類、出納簿を精査したところ、通正かつ正確であることを認めます。

平成27年5月22日  会 計監査 前  田  米  蔵  ③  会 計監査 市  川  静  子  ①

収入総額
支出総額
差引残額

1 3 , 1 3 8 , 6 2 4 円

1 3 , 1 3 8 , 6 2 4 円

0円

収入の部 (単位 !円)

支出の部
科   目 予 算  額 決 算  額 比較増減額 備 考

1 事 務 費 700,000 503,983 196,017

事 務 局 費 400,000 409,483 △9,483 事務局職員給与、光熱費他

需 用 費 205,500 複写機リース料等

2 会 議 費 500.000 433・756 66‐244

総 費 300,000 255,668 44,332 総会会議費

役 員 会 費 200,000 178,088 21,912 役員会会議費

3 事 業 費 4,100,000 3,377,833 722,167

会  報   費 21254,273 345。727 ホームページ運営費、会報印刷代・送料、会報編集委員会運営費等

助 成 費 1,500,000 1,123,560 376,440 慰霊祭、激励賞、海外研修援助費、西山賞、講演会謝礼等

4 予 備貴 7,664,048 2,913,542 4,750,506 天野浩氏ノーベル賞受賞関連

計 12,964,048 7,229,114 5,734,934

科   目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

繰 越 金 7,476,824 7.802.148 ∠X325,324 前年度繰越金

入 金 3,600,000 高校68回卒業生240名

基 金 利 子 配 分 金 1,800 1,900 ∠ヽ100 甲子園出場記念基金利子配分金

繰 入 金 1,000,000 500,000 500,000 新春の集い剰余金

雑 収 入 20000 預金利子、同窓会名簿代等

エアコン設備料使用料 1,040,000 1,040,000 後援会より23年度から12年間回収

Ａ
ロ 計 13,138,624 12,964,048 174.576

支出の部
科   目 本年度予算額 前年度予算額 増 減 備 考

1 事 務 費 700,000 700.000

事 務 局 費 400.000 事務局職員給与、事務所維持費等

需  用   費 300,000 300,000 複写機リース料等

2 会 議 費 500,000 500,000

総  会   費 300,000 総会会議費

役 員 会 費 200,000 200,000 役員会会議費

3 事 業 費 4,100,000 4,100,000

会  報   費 2.600,000 2.600,000 会報印刷代・送料、会報編集委員会運営費・ホームベージ運営費等

助 成 費 1,500,000 1,500,000 慰霊祭、激励賞、海外研修援助費、西山賞、講演会謝礼等

4 予 備 費 7,838,624 7,664,048 174,576 天野浩氏ノーベル賞受賞関連

計 13,138,624 12,964,048 174,576

※科目間の流用を認める



平成 27年 8月 1日 浜 松 西 高 同 窓 会 報 ( 4 ) 第 5 9 号
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綬
震
先
生
機
拶

校
長
　
木
村
　
功

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解
と
御

支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
昨
年
度
、

本
校
は
創
立
９０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
節

目
の
年
に
、

生
徒
た
ち
は
掛
け
替
え

の
な
い
、

貴
重
な
出
会

い
を
経
験
し

ま
し
た
。

「
人
間
は
た

っ
た

一
人
で

は
生
き
て
い
け
な
い
。

社
会
の
中
で

生
き
て
い
く
し
か
な
い
。
自
分
が
働

く
こ
と
に
よ

っ
て
、
ど
こ
か
の
誰
か

を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ

が
、

自
分
が
社
会
の
中
で
存
在
す
る

意
味
で
も
あ
る
。

」
と

い
う
池
上
彰

先
生
か
ら
の
示
唆
、

ま
た
、

「
早

い

う
ち
か
ら
自
分
の
夢
を
決
め
ら
れ
れ

ば
幸
せ
だ
が
、
じ

っ
く
り
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
考
え
て
か
ら
決
め
て

も
大
文
夫
。
こ
れ
し
か
な
い
と
決
め

つ
け
ず
、

自
分
が
学
ん
で
い
る
こ
と

が
い
つ
か
は
人
や
社
会
の
役
に
立

つ

と
い
う
強
い
気
持
ち
で
、

視
野
を
広

げ
て
様

々
な
勉
強
に
取
り
組
め
。

」

と
い
う
天
野
浩
先
輩
か
ら
の
励
ま
し

の
言
葉
か
ら
、

何
か
に
気
付
き
、

こ
こ
ろ
奮

い
立

つ
経
験
を
し
た
生
徒

も
多
か

っ
た
は
ず
で
す
。

お
二
人
の

言
葉
の
ど
ち
ら
に
も

「
じ

っ
く
り
学

べ
。

い
ろ
い
ろ
幅
広
く
学
べ
。

必
要

な
の
は
教
養
。

」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。

「
教
養
」
と
言
え
ば
、

実
は
３
月

初
旬
、

週
刊
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で

「名

門
高
校
の
校
風
と
人
脈
」
の
連
載
を

手
掛
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
猪
熊

建
夫
さ
ん
の
取
材
訪
間
が
あ
り
ま
し

た
。

本
県
で
は
本
校
が
三
校
目
と
の

こ
と
。

本
校
を
取
り
上
げ
る
理
由
を

率
直
に
伺

っ
た
と
こ
ろ

「き

っ
か
け

は
そ
う

（天
野
浩
氏
）
だ
が
、

本
当

の
関
心
は
、

輩
出
さ
れ
た
人
物
の
実

績
や
知
名
度
で
は
な
く
、

そ
の
人
を

育
て
た
学
校
の
上
壌
の
厚
さ
、

育
む

教
養
の
豊
か
さ
に
あ
る
。

」
と
の
返

答
に
、

ち
ょ
っ
と
し
た
驚
き
と
嬉
し

さ
を
覚
え
ま
し
た
。

先
日
、

前
年
度
の
新
春
の
集

い
の

幹
事
の
皆
様
方
か
ら
、

生
徒
た
ち
に

素
敵
な
贈
り
物
を
頂
き
ま
し
た
。

廊

下
の
隅
に
設
け
た
学
習
質
問

コ
ー

ナ
ー
。

真
新
し

い
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー

ド
、

長
机
そ
し
て
丸
椅
子
。

照
明
は

勿
論
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、

天
野
先
輩
の
色
紙
を

添
え
て
、

教
養
の
基
礎
を
培
う
新
し

い
学
び
の
ス
ペ
ー
ス
が
ま
た

一
つ
増

え
、

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、

本
校
の
伝

統
を
継
承
し
、

ま
た
自
ら
新
し
い
歴

史
を
拓
か
ん
と
し
て
頑
張
る
後
輩
た

ち
に
今
後
も

一
層
の
御
支
援

，
御
声

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

代
表
幹
事
　
村
松
貴
通

（高
４７
回
）

平
成
２７
年
１
月
２
日
、

グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
浜
松
に
て
毎
年
恒
例
の
「
新

春
の
集

い
」
を
盛
大
に
開
催
で
き
ま

し
た
こ
と
を
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

西
高
創
立
９０
周
年
、

そ
し
て
、

天

野
浩
先
輩
が
静
岡
県
内
で
は
じ
め
て

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
記
念
す

べ
き
年
に
、

新
春
の
集

い
幹
事
を
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

私
達
高
４７
回

卒

一
同
、

感
謝
の
気
持
ち
で

一
杯
で

今
回
の
テ
ー
マ

「繋
が
る
」
は
、

キ
ー
ワ
ー
ド

「
３
本
の
矢
」
で
す
。

１
本

目

…
諸

先

輩

方

と

「
繁

が

る
」
。

地
元
浜
松
は
も
と
よ
り
、
日

本
全
国
及
び
様
々
な
業
界

・
分
野
で

活
躍
す
る
諸
先
輩
方
と
繋
が
る
こ
と

に
よ
り
、

学
生
時
代
で
は
学
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
知
恵
や
知
識
の
習
得
、

西
高
卒
業
生
と
し
て
の
誇
り
を
学

ぶ
。

特
に
今
回
は
、

ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
受
賞
者
の
天
野
浩
先
輩
も
ご
参

加

い
た
だ
け
ま
し
た
。

天
野
先
輩

の
素
晴
ら
し

い
功
績

は
、

我
々
幹
事
学
年
は
も
ち
ろ
ん
、

全
て
の
西
高
関
係
者
に
や
る
気
を
与

え
、

か
つ
自
負
の
精
神
と
大
き
な
責

任
感
を
喚
起
す
る
も
の
で
す
。
２
本

目
…
後
輩
、

西
中
高
の
現
役
学
生
と

「
繋
が
る
」
。

次
代
を
担
う
若
者
と

繋
が
る
こ
と
に
よ
り
、

新
し

い
見

識
と
発
想
力
を
吸
収
し
自
身
の
活
力

と
な
る
。

西
高
が
中
高

一
貫
校
移
行

後
、

昨
年
は
中
等
部

一
期
生
が
社
会

に
巣
立

つ
年
で
し
た
の
で
、

今
回
か

ら
中
等
部
生
も
初
め
て
ご
参
加

い
た

だ
け
ま
し
た
。
３
本
目
…
同
級
生
と

「
繋
が
る
」
。

卒
業
し
て
か
ら
各

々

の
進
路
を
歩
み
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

環
境
に
お
い
て
頑
張
る
同
級
生
と
繋

が
る
こ
と
に
よ
り
、

西
高
時
代
に
は

最
高
の
仲
間
が
い
た
こ
と
を
再
認
識

す
る
。

そ
う
し
た
１
本
、
２
本
、
３

本
が
重
な
り
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、

「
繁
が
り
」
が
よ
り
大
く
強
く
な

り
、

西
高

・
西
中
の
存
在
感
、

社
会

的
貢
献
度
が
よ
り

一
層
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
新
春
の
集
い
は
、
１
０
０
０

名
を
超
え
る
大
変
た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
参
加

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

天
野
先
輩
に
よ

る
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
講
演
も
同
日
催

し
ま
し
た
が
、

母
校
愛
に
溢
れ
る
大

変
貴
重
な
お
話
で
、

参
加
者
の
皆
様

も
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

会
場
で

は
、

大
人
気
の

「家
康
く
ん
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
付
き
液
晶
ク
リ
ー
ナ
ー
」
を

販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

売
上
金
の

一
部
を
天
野
先
輩

へ
今
後
の
研
究
費

支
援
と
し
て
進
呈
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
の

「新
春
の
集
い
」
に
は
、

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
高
２５
回
卒
の
先

輩
の
皆
様
に
は
、
１
０
０
名
を
超
え

る
多
く
の
ご
参
加
、

記
念
誌
の
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
、

記
念
誌
の
発
行
及
び
新

春
の
集

い
の
開
催
に
あ
た
り
、

広
告

協
賛
や
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
お
き
ま

し
て
も
、

多
く
の
同
窓
生
の
皆
様
、

企
業
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
を

賜
る
と
と
も
に
、

温
か
い
励
ま
し
の

お
言
葉
を

い
た
だ
き
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

２
０
１
６
年

の

「新
春
の
集

い
」

は
、

高
４８
回
同
窓
生
が
幹
事
と
な
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

最
後
に
、

浜
松
西
高
等
学
校
の
同

窓
会
、

同
窓
生
の
皆
様
の
益
々
の
ご

多
幸
と
ご
発
展
を
祈
願
し
て
代
表
幹

事

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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収
入
の
部

科  目 金  額 摘 要

広 告 売 上 9,499,000 広告 453件

チケット売上 9,012,000 チケット枚数 1,185枚

記念品売上 0 実施せず

雑 収  入 100,000 恩師等よりご視儀(10名)

預 金 利 患 739 預金利患

計 18,611,739

(単位 i円)

2015年  新 春の集い 決 算書  律 位:円)

以上の通 り、ご報告申し上げます。

静岡県立浜松西高等学校

第47回卒 2015年 新春の集い幹事会

代表幹事  村 松 貴 通
△  計   島   章 悟

上記の通 り、正確に処理 され適正 と認めます。

平成27年 3月 17日   会 計監査  前 日 米 蔵

会計監査  市 川 静 子

③

③

支
出
の
部

科  目 金 額 摘 要

会 場  費 9,290,002 グランドホテル会場費等

景 品  費 360,162 当日抽選会の景品

印 刷  費 2,822,538 記念誌、チケット等

通 信  費 459,630 携帯電話、葉書等

会 議  費 1,399,660 幹事会、部会経費等

事 務  費 5,683 文具等

交 際  費 476,900 西高フォーラム、総会参加等

渉 外  費 1,483,736 クライアントとの打合わせ等

雑 費 6,588 振込手数料等

そ の  他 99,360 学校への寄贈品

本会計繰入 2,207,480

計 18,611,739
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第
十

一

「
未
来

天
野
　
社
ね
　
古
同
３‐
回

平
成
２７
年
３
月
１６
日
、

西
高
体
育

館
に
於

い
て
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受

賞
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３

月
１
日
に
卒
業
式
を
終
え
た
卒
業
生

も
ピ
カ
ピ
カ
の
ス
ー
ツ
を
身
に
付
け

て
参
加
。

会
場
は
満
員
で
熱
気
に
満

ち
て
い
ま
し
た
。

ま
ず
、

同
窓
会
薩
川
副
会
長
よ
り

「
天
野
先
生
、

本
国
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
か
、

生
徒
の
皆

さ
ん
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
る
講
演

を
お
願

い
し
ま
す
。

私
は
、

天
野
君

の
同
級
生
で
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

の
後
、

名
古
屋
に
出
向

い
て
講
演
依

頼
を
し
、

即
Ｏ
Ｋ
貰
い
ま
し
た
。

皆

さ
ん
に
は
学
歴
だ
け
で
は
駄
目
。

実

績
を
積
む
こ
と
、

失
敗
を
成
功
の
糧

と
し
て
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
を
身
に
染
み
て
心
に

留
め
て
ほ
し
い
。

物
づ
く
り
の
町
を

卒
業
し
た
と

い
う
誇
り
を
持

っ
て
社

会
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
１

月
２
日
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
大
同

窓
会
の
ほ
う
に
も
足
を
運
ん
で
ほ
し

い
と
思

い
ま
す
。

」
と
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

―
―
講
演
に
先
立
ち
、

生
徒
が
作

っ

た
天
野
氏
紹
介
映
像
が
流
さ
れ
ま
し

た
。

以
下
、

講
演
内
容
で
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
詳
し
く
紹
介
し
て
く
れ

た
の
で
、
も
う
話
す
こ
と
あ
ま
り
な

い
の
で
す
が
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
起
き
る
か
お

話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
体
育
館
懐
か
し
い
で
す
ね
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
や

っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

私
は
祖
母
に
よ
く
育
て
ら
れ
ま
し

た
。

そ
の
祖
母
は
、

父
が
下
校
時
グ

ラ

マ
ン
に
追

い
か
け
ら
れ
て
機
銃

掃
射
を
受
け
、

弁
当
箱

に
そ
れ
が

当
た

っ
て
助
か

っ
た
と
い
う
と
き
、

「
大
事
な
弁
当
箱
を
壊
し
て
―
」
と

怒

っ
た
人
で
す
。

父
は
よ
く
酔
う
と

こ
の
話
を
し
ま
し
た
。

私
は
小
さ
い
頃
体
が
弱
く
て
病
気

が
ち
で
、

広
沢
小
学
校
の
高
学
年
で

は

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
や
り
ま
し
た

が
、

ス
ポ
ー
ツ
は
オ
能
が
な
い
と
思

い
、

諦
め
ま
し
た
。

呪
塚
中
学
校
で

は
受
験
勉
強
に
の
め
り
込
め
ず
過
ご

し
ま
し
た
が
、

転
機
は
西
高
に
入
学

し
て
数
学
の
伊
藤
保
先
生
に
出
会

っ

た
こ
と
で
訪
れ
ま
し
た
。

先
生
は
非

常

に
論
理
的
に
話
を
し
て
く
だ
さ

り
、

論
理
的
に
考
え
れ
ば
全
て
が
解

け
る
と
言
わ
れ
、

面
白

い
と
思
い
ま

し
た
。

ま
た
、

当
時
の
曽
根
雄

一
校
長
先

生
が
、

朝
礼
の
と
き
に

「憂
き
こ
と

の
　
な
ほ
　
＞」
の
上
に
積
も
れ
か
し

限
り
あ
る
身
の
力
試
さ
ん
―
熊
沢

春
山
」
と
言
わ
れ
た
言
葉
は
、

高
校

時
代
勉
強
に
息
詰
ま

っ
た
と
き
の
糧

と
な
り
ま
し
た
。

次
の
転
機
は
名
古
屋
大
学
電
機
工

学
科
の
と
き
。

「工
学
部
の
，

工

“
の

字

の
意
味
は
人
と
人
と
を
結
ぶ
こ

と
。

人
の
役
に
立

つ
の
が
勉
強
な
ん

だ
」
と
聞
い
て
視
野
が
広
が
り
、

勉

強
す
る
意
味
が
よ
う
や
く
分
か

っ
た

気
が
し
ま
し
た
。

な
ぜ
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
研
究
テ
ー
マ

に
し
た
か
と
い
う
と
、
ビ
ル

・
ゲ
イ

ツ
と
ポ
ー
ル

・
ア
レ
ン
が
、

マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
を
創
業
し
、

ス
テ
ィ
ー

ブ

・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
ア
ッ
プ
ル
を
創
業

し
て
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
時
代
が
到
来

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年

代
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
は
大
き
過
ぎ
て
電

力
が
か
か
り
す
ぎ
る
。

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ

が
あ
れ
ば
小
さ
い
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が

で
き
る
。

何
と
か
し
よ
う
―
と
思

っ

た
か
ら
で
す
。

初
め
は
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
使
う
し

か
考
え
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、

黄
色
蛍
光
体
を
つ
け
る
と
青
色
Ｌ
Ｅ

Ｄ
は
自
色
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
、

世
界
の
子
供
た
ち

へ
の
簡
易
照
明
の

提
供
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

モ
ン
ゴ
ル
で
は
８０
％
が
遊
牧
生

活
を
し
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
お
陰

で
子
供
た
ち
勉
強
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
と
言
わ
れ
た
と
き
は
嬉

し
か

っ
た
で
す
。

受
賞
を
知

っ
た

の
は
７
月
８
日

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
空
港
で
メ
ー
ル

を
開

い
て
知
り
ま
し
た
。

そ
れ
か

ら
２
０
０
件
も

の
取
材
を
受
け
、

２
０
０
件
も
の
講
演
体
頼
を
受
け
、

生
活
が
ガ
ラ
リ
と
変
化
し
ま
し
た
。

授
賞
式
は

一
週
間
行
事
詰
め
。
ノ
ー

ベ
ル
受
賞
博
物
館
で
は
、

ゆ
か
り
の

も
の
を
寄
贈
し
、

昼
に
は
ス
ウ

エ
ー

デ
ン
国
王
も
出
席
す
る
パ
ー
テ
ィ
に

参
加
し
、

ノ
ー
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
で

は
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
を
聴
き
ま
し
た
。

そ
う
そ
う
、

次
に
受
賞
す
る
人
、

英

語
は
勉
強
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

現
地
の
高
校
で
英
語
で
授
業
も
し
ま

貸
し
切
り
列
車
で
移
動
を
し
て
リ

ハ
ー
サ
ル
を
し
た
と
き
に
は
と
て
も

緊
張
し
ま
し
た
。

王
立

ア
カ
デ
ミ
ー

主
催

の
晩
さ
ん
会
で
は
、

シ
ル
ヴ
イ

ア
王
妃
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
エ
女

の
隣

に
座
わ
り
、

教
育
問
題
に
つ
い
て
話

し
ま
し
た
。

国
王
、

王
妃
、

工
女
そ

れ
ぞ
れ
大
変
気
さ
く
で
、

か

つ
勉
強

家
。

ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
状
況
を
よ
く

知

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

全

て
を
こ

な
す
に
は
体
力
も
必
要
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
。

こ
れ
で
皆
さ
ん
、

受
賞

の
準
備
が

で
き
ま
す
ね
。

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
ご
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。ご

静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
。講

演
終
了
後
は
質
問
タ
イ
ム
が
設

け
ら
れ
、

た
く
さ
ん
の
挙
手
が
あ
り

ま
し
た
。

Ｏ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
基
盤
は
サ

フ
ア
イ
ア
と

の
こ
と
で
す
が
、

宝
石
の
サ

フ
ァ
イ

ア
で
す
か
？
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
す

か
？

―
―

固
ま
り
で
は
な
く
板
状
に
し
ま

す
。

宝
石
と
同
じ
サ

フ
ァ
イ
ア
で
す

が
、

純
度
の
高

い
も
の
を
使
い
透
明

の
板
状
に
し
ま
す
。

板

一
枚
千
円
く

ら
い
で
す
。

○
夢
は
早
く
決
ま
れ
ば
よ
い
も
の
で

す
か
？
自
分
は
ま
だ
で
す
。

―
―
早
く
か
ら
決
ま
れ
ば
幸
せ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
じ

っ
く
り
自
分
の
頭

で
考
え
る
こ
と
は
し
た
ほ
う
が
よ
い

で
す
。

時
が
経

つ
に
つ
れ
て
世
の
中

の
こ
と
が
見
え
た
り
自
分
の
こ
と
が

わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

決
め
つ

け
な
い
で
視
野
を
広
げ
な
が
ら
過
ご

す
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

○
多
く
の
実
験
を
し
た
と
聞
き
ま
し

た
が
新
し
い
ア
イ
デ
ア
は
ど
う
や
つ

て
作
り
出
し
ま
す
か
？

―
―
同
じ
よ
う
な
研
究
者
と
会

い
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
意
見
、

装
置
を
見

せ
て
も
ら

つ
た
り
、

本
を
読
ん
で
ヒ

ン
ト
は
な
い
か
探
し
た
り
、

参
考
に

な
る
も
の
は
な
い
か
と
ず

っ
と
考
え

て
い
る
と
そ

の
う
ち
湧

い
て
き
ま

す
。講

演
終
了
後
に
感
想
を
伺
う
と
、

「鋭
い
質
問
に
冷
や
汗
が
出
ま
し
た

が
、

た
く
さ
ん
質
問
し
て
く
れ
て
楽

し
か

っ
た
で
す
。

ス
ト
レ
ー
ト
に
ど

ん
ど
ん
質
問
で
き
る
雰
囲
気
が
素
晴

ら
し
い
で
す
ね
。

皆
さ
ん
、

元
気
そ

う
で
笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
れ
て
嬉
し

か

っ
た
で
す
。

」
と
。

ま
た
、

こ
れ
か
ら
の
夢
と
し
て
、

（Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
地
球
規
模
で
考
え
て
利

用
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
の
解
決
。

次
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

当
て
る
こ
と
で
消
毒
効
果
が
得
ら
れ

る
こ
と
か
ら
環
境
と
健
康
や
食
料

へ
）
と
、

天
野
氏
の
目
は
次
の
日
標

へ
と
向
か

っ
て
い
ま
し
た
。

「
勉
強

は
人
の
た
め
に
す
る
も
の
だ
」
―
心

に
刻
み
た
い
も
の
で
す
。
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Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
活
動
紹
介

差

西
陸
上
部

Ｏ
Ｂ
会

浜
西
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
会
は
平
成
２
年

の
総
会
で
正
式
に
発
足
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
の
目
的
は
、

在
校
生
陸
上

競
技
部
を
積
極
的
に
援
助
す
る
こ
と

と
併
せ
て
会
員
の
親
睦
に
努
め
る
こ

と
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
目
的

に
沿

っ
て
発
足
以
来
２５
年
間
地
道
な

活
動
を
続
け
て
い
る
。

Ｏ
Ｂ
会
の
初
代
会
長
は
、

鈴
木
啓

之

（高
３
回
）
、

二
代
目
石
川
準
司

（高

１６
回
）
、

三
代
日
外
波
山
雅
章

（高
１９
回
）
と
続
き
、

私
は
四
代
目

の
会
長
を
お
お
せ
つ
か

っ
て
い
る
。

陸
上
部
は
、

西
高
開
校
以
来
の
伝
統

あ
る
部
活
で
、

石
川
準
司
の
よ
う
に

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
出
場
し
た
先
輩
も

い
れ
ば
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
し

た
先
輩
後
輩
も
た
く
さ
ん
い
て
、

静

岡
県
と

い
わ
ず
全
国
で
も
強
豪
校
と

し
て
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
。

陸
上
部
初
代
監
督
は
伊
藤
久
雄
先

生
で
、

伊
藤
先
生
は

一
昨
年
米
寿
の

お
祝

い
を
Ｏ
Ｂ
会
で
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
が
、

現
在
も
お
元
気
で
Ｏ
Ｂ
会

の
象
徴
的
存
在
で
あ
る
。

一
代
目
は

石
川
準
司
先
生
、

〓
代
目
は
津
田
輪

彦
先
生
、

四
代
目
は
山
下
昌
彦
先
生

と
続
き
、

現
在
は
筒
井
計
臣
先
生
が

五
代
目
と
し
て
現
役
生
の
指
導
に
あ

た

っ
て
い
る
。

本
年
も
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
県
予
選
が
終
わ

っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
筒
井
先
生
の
熱
心
な
指
導
で
多

く
の
選
手
が
東
海
大
会

へ
の
出
場
の

権
利
を
取
得
し
た
よ
う
だ
。

歴
代
監

督
は
四
代
目
の
山
下
先
生
を
除
き
、

い
ず
れ
も
浜
西
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
の
生
え

抜
き
の
先
生
達
で
あ
る
。

Ｏ
Ｂ
会
の
主
な
活
動
と
し
て
は
年

１
回
総
会
と
懇
親
会
を
開
き
、

会
員

の
親
睦
を
は
か

っ
て
い
る
。

現
在
の

Ｏ
Ｂ
会
員
は
総
数
が
７
０
０
名
を
超

え
て
大
所
帯
と
な

っ
て
い
る
の
は
長

い
歴
史
と
伝
統
の
た
ま
も
の
と
い
え

る
。

た
だ
、

総
会
、

懇
親
会
の
出
席

者
が
毎
年
３０
名
か
ら
４０
名
程
度
で
、

さ
ら
に
よ
り
多
く
の
会
員
に
出
席
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き

た
い
と
思

っ
て
い
る
。

会

の
運
営
は
会
員
か
ら

の
年
会

費

で
ま
か
な

っ
て
い
る
が
、

毎
年

１
０
０
名
以
上

の
会
員
か
ら
会
費

を
納
め
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

る
。

現
役
陸
上
部
員

へ
の
応
援
と
し

て
は
、

全
国
大
会
出
場
選
手

へ
の
支

援
は
も
と
よ
り
、

中
１
か
ら
高
３
ま

で
の
全
部
員
に
Ｏ
Ｂ
会
の
ネ
ー
ム
入

リ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
を

送

っ
て
い
る
。　

一
部
の
強
い
選
手
だ

け
で
な
く
、

全
部
員
を
激
励
し
た
い

と
い
う
趣
旨
か
ら
始
め
た
こ
と
で
あ

る
。

ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
を
全
部
員
に

送

っ
て
７
年
に
な
る
が
、

中
１
か
ら

高
３
ま
で
６
年
間
頑
張

っ
た
部
員
は

６
本
の
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
が
揃

っ
て

い
る
は
ず
で
あ
る
。

た
だ
嬉
し
い
悲

鳴

で
あ
る
が
、

現
役
陸
上
部
員
が

中
１
か
ら
高
３
ま
で
合
わ
せ
る
と

１
０
０
名
以
上
に
な
り
、

タ
オ
ル
代

捻
出
も
少
し
大
変
で
は
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、

Ｏ
Ｂ
会
及
び
現
役

陸
上
部
員
も
大
勢
に
な
り
嬉
し
い
限

り
で
あ
る
が
、

Ｏ
Ｂ
会
の
事
務
を
担

当
す
る
事
務
局
が
優
秀
で
な
い
と
運

営
が
成
り
立
た
な
い
と
こ
ろ
、

現
在

は
鈴
木
公

（高
３５
回
卒
）
が
事
務
を

迅
速
正
確
に
処
理
し
て
く
れ
て
大
い

に
助
か

っ
て
い
る
。

今
後
は
会
員
の

皆
様
の
協
力
を
得
て
歴
史
と
伝
統
の

あ
る
浜
西
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
会
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
る
所
存
で

あ
る
。

浜
西
陸
上
部
Ｏ
Ｂ
会

会
長
　
鈴
木
　
　
學

（高
２２
回
）

け
ヤ
試
議
ベ
ク

第
３９
回
定
期
戦
結
果

毎
年
８
月
の
第

一
日
曜
日
に
浜
松

西
高
校
と
浜
松
北
高
校
の
定
期
戦
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
役
サ
ッ
カ
ー

部
員
と
Ｏ
Ｂ
の
方
々
が
集

い
、

サ
ッ

カ
ー
の
試
合
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

現
役
選
手
は
各
種
大
会

で
競

い
合
う
こ
と
に
加
え
、

両
校
の

伝
統
を
感
じ
る
場
と
し
て
、

Ｏ
Ｂ
の

方
々
は
、

旧
友
と
の
再
会
を
懐
か
し

み
つ
つ
勝
負
す
る
楽
し
さ
を
味
わ
う

良
い
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。

第
３９
回
定
期
戦
は
、

浜
松
西
高
校

が
幹
事
当
番
と
な
り
、

遠
州
灘
海
浜

公
園
球
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

現

役
部
員

，
父
母
会

・
若
手
Ｏ
Ｂ
か
ら

６０
代

・
７０
代
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
ま
で
た

く
さ
ん
の
御
参
加
と
御
協
力
で
定
期

戦
が
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

当
日
は
、

天
気
に
も
恵
ま
れ
、

ど

の
年
代
に
お
き
ま
し
て
も
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、

い
く

つ
に
な

っ
て
も
、

サ

ッ
カ
ー
を
愛

し
、

真
剣
な
プ
レ
ー
を
さ
れ
て
い
る

Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
姿
は
、

現
役
選
手
に

と

っ
て
も
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
よ

い
機
会
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
伝
統
が

今
後
も
引
き
継
が
れ
、

定
期
戦
が
末

永
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る

と
と
も
に
、

浜
松
西
高
校
と
浜
松
北

高
校
の
両
校
が
益
々
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
願
い
定
期
戦
の
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

Ｏ
Ｂ
戦
６０
歳
以
上

浜
西
０
１
３
浜
北

現
役
Ｃ
戦
（中
等
部
）
浜
西
０
１
１
浜
北

Ｏ
Ｂ
戦
４０
歳
以
上

浜
西
０
１
２
浜
北

現
役
Ｂ
戦
　
　
　
浜
西
０
１
２
浜
北

Ｏ
Ｂ
最
強
戦
　
　
浜
西
３
１
１
浜
北

現
役
Ａ
戦
　
　
　
浜
西
１
１
２
浜
北

一
勝
五
敗
０
分

サ
ッ
カ
ー
部
は
来
年
、

創
立
７０
周

年
を
迎
え
ま
す
。

記
念
イ
ベ
ン
ト
を

平
成
２８
年
８
月
６
日

（土
）
１９

¨
００

～
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

（ク
ラ
ウ
ン
パ

レ
ス
）
・
７
日

（日
）
北
高
と

の
定

期
戦
を
開
催
し
ま
す
。

乞
う
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

大
隅
　
康
人

（高
４０
回
）

こ
こ
数
年
は
雨
で
実
現
し
な
か

っ

た
恒
例
の
浜
松
北
と
の
定
期
戦
が
、

４
月
２９
日

（水
）
に
快
晴
の
浜
松
球

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
回
ま
で

は
４０
歳
以
上
が
、
５
回
以
降
は
３９
歳

以
下
の
若
手
選
手
同
士
が
戦
う
ル
ー

ル
。

笑

い
絶
え
な

い
珍
プ

レ
ー
の

連
続

で
し
た
。
ラ
イ
ナ
ー
を

「
ぽ

ろ
っ
と
」
落
と
し
、

エ
ラ
ー
を
装

っ

た
？
あ
た
か
も
狙

っ
た
か
の
よ
う
な

ダ
ブ
ル
プ
レ
ー
、

フ
ラ
イ
の
目
測
を

誤
り
転
倒
し
な
が
ら
も
捕
球
す
る
好

プ
レ
ー
な
ど
、

ま
だ
ま
だ
動
け
る
ぞ

と
時
折
見
せ
る
Ｏ
Ｂ
の
ハ
ッ
ス
ル
プ

レ
ー
が
球
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

若
手
選
手
が
指
導
を
受
け
た
清
水

淳
次
前
監
督
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

師
弟
の
懐
か
し
い
会
話
も
弾
み
、

ベ

ン
チ
は
終
始
和
や
か
な
空
気
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

結
局
、

浜
松
西
が
８
対

６
で
浜
松
北
を
下
し
、

戦
績
を
１９
勝

‐３
敗
３
分
と
し
ま
し
た
。

現
役
選
手
は
日
々
練
習
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
自
己

の
限
界
に
挑
戦

し
、

「文
武
両
道
」
を
追
求
す
る
姿

に
は
敬
意
を
表
し
ま
す
。

就
任
２
年
目
の
佐
藤
光
監
督
に
は

日
頃
か
ら
熟
い
ご
指
導
を
賜
り
、

厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「野
球
は
番
狂
わ
せ
が
多

い
ス
ポ
ー

ツ
」
と
、

佐
藤
監
督

の
仰
せ

の
通

り
、

シ
ー
ド
校
を
決
め
る
春
季
大
会

は
強
一象
校
が
相
次

い
で
敗
退
し
ま
し

た
。

夏
季
大
会
で
は
選
手
た
ち
の
勇

姿
を
見
ら
れ
た
方
も
多

い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ご
声
援
、

あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

死
力
を
尽
く
し
て
闘
う
浜
西
球
児

の
活
躍
を
、

Ｏ
Ｂ
会
は
期
待
し
て
い

ま
す
。

球
場
に
響
き
渡
る
浜
西
の
校

歌
を
何
度
も
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

頑
張
れ
浜
西
―
　
目
指
せ
甲
子
園
―

藤
時
　
巧
二

（高
３８
回
）

的
」
０
口一三

の
一Ｃ
Ｓ
Ｅ

付
三

．、耳
と
く
耳
＼
＼
”ａ
宇
ヤ
三
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〓
キ０
く
＼
電
電
電
子
Ｄ
ヨ
い
ュ
の
〓
ｂ
【∞

平
成
２６
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
及
光
章
　
勝
間
　
一万
伺
（高
１４
回
）

瑞
宝
双
光
章
　
滝
浪
喜
十
男
（高
１４
回
）

瑞
宝
単
光
章
　
古
稿
　
　
堂
景
高
１９
回
）

平
成
２７
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
　
山
内
　
　
明
（中
２‐
回
）

瑞
宝
双
光
章
　
中
村
　
仲
夫
舎
円
１３
回
）

勝
間
　
一死
伺

（高
１４
回
）

平
成
２６
年
度
秋
の
叙
勲
で
瑞
宝
双

光
章
を
受
章
す
る
こ
と
と
な
り
、

皇

居
に
お
い
て
天
皇
陛
下
に
拝
謁
さ
せ

て
い
た
だ
き
誠
に
畏
れ
多
く
有
難
く

思

っ
て
お
り
ま
す
。

西
高
校
で
は
３
年
間
柔
道
部
に
所

属
し
て
練
習
に
励
み
、

昭
和
３７
年
３

月
に
現
在
日
本
武
道
館
が
建

っ
て
い

る
警
視
庁
警
察
学
校

へ
入
校
し
ま
し

た
。警

察
学
校
卒
業
後
は
荻
窪
警
察

署
、

第
四
機
動
隊
、

大
森
警
察
署
で

勤
務
し
、

東
京
で
９
年
間
を
過
し
た

後
静
岡
県
警
察
に
特
別
採
用
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

第
四
機
動
隊
在
任
中
は
〓
派
全
学

連
の
活
動
が
華
や
か
な
時
代
で
警
備

活
動
も
運
日
の
様
に
続
き
、

投
石
に

よ
る
生
傷
が
絶
え
る
事
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

静
岡
県
警
察
で
は
機
動
隊
に
配
属

さ
れ
、

成
田
闘
争
警
備
の
為
千
葉
県

警
察

へ
応
援
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
警
備
の
際
に
、

近
く
で
警
備

活
動
に
当

っ
て
い
た
神
奈
川
県
警
の

部
隊
が
デ
モ
隊
に
襲
わ
れ
３
名
の
警

察
官
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
り

ま
し
た
。

そ
の
後
は
伊
東
署
、

天
竜
署
を
廻

わ
り
細
江
署
か
ら
交
通
警
察
の
道
を

歩
む
こ
と
と
な
り
、

浜
松
東
署
、

本

部
交
通
指
導
課
、

榛
原
署

へ
と
赴
任

し
ま
し
た
。

榛
原
署
に
お

い
て
は

２
０
０
台
に
及
ぶ
車
両
に
よ
る
暴
走

族
の
集
団
暴
走
を
検
挙
す
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
天
竜
署
に
お
い
て
交
通

課
長
と
し
て
勤
め
、

浜
松
東
署
に
お

い
て
地
域
警
察
官
と
し
て
勤
め
た
後

４‐
年
間
の
警
察
官
生
活
に
終
止
符
を

打
ち
ま
し
た
。

ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
て
怪
我
を
す
る

等
生
命
が
け
の
危
険
な
事
も
多
く
あ

り
ま
し
た
が
、

公
僕
と
し
て
生
き
て

こ
ら
れ
た
こ
と
は
自
分
自
身
の
誇
り

で
も
あ
り
、

多
く
の
周
囲
の
方
々
に

助
け
ら
れ
た
と
心
か
ら
感
謝
し
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

又
こ
の
様
な
拙

い
文
を
読
ん
で
頂

く
こ
と
を
心
苦
し
く
あ
り
が
た
く
思

う
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し
た
。

母
校
西
高
そ
し
て
皆
様
の
増
々
の

ご
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

滝
浪
喜
十
男

（高
１４
回
）

こ
の
た
び
叙
勲
を
い
た
だ
き
、

本

当
に
身
に
余
る
光
栄
と
感
じ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
警
察
に
勤
務
し
、

無
事

に
４２
年
間
警
察
官
と
し
て
の
生
活
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。

在
職
中
ご
指
導
く
だ
さ

っ

た
諸
先
輩
方
、

同
僚
は
も
ち
ろ
ん
、

私
を
支
え
て
く
だ
さ

つ
た
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
浜
松
西
高
を
卒
業
と
同
時
に

静
岡
県
警
察
学
校
に
入
り
ま
し
た
。

仕
事
の
内
容
は
主
に
防
犯
警
察
で
し

た
。
こ
の
業
務
は
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
に
犯
罪
を
未
然

に
防
ぐ
も
の
で
す
。
こ
の
後
、

警
察

署
や
県
警
本
部
に
異
動
を
し
、

様
々

な
業
務
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
思
い
出
に
残

っ
て
い
る
出
来

事
は
、

警
察
本
部
少
年
課
勤
務
時
代

の
各
警
察
署

へ
の
事
件
処
理
応
援
で

す
。

事
件
は
、

東
京
方
面
か
ら
伊
豆

下
田
方
面
ま
で
数
百
台
の
バ
イ
ク
が

暴
走
行
為
を
繰
り
返
し
、

最
後
に
下

回
の
白
浜
、

石
廊
崎
で
地
元
の
暴
走

族
グ
ル
ー
プ
と
乱
間
を
起
こ
す
と
い

う
も
の
で
し
た
。

当
時
は
警
察
本
部

に
現
在
の
よ
う
な
暴
走
族
事
案
の
担

当
課
は
な
か

っ
た
た
め
、

本
部
の
防

犯
部
、

交
通
部
、

刑
事
部
か
ら
な
る

捜
査
員
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
対
処
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
チ
ー
ム
の

キ
ャ
ッ
プ
に
指
名
さ
れ
、

伊
豆
の
下

田
、

伊
東
、

沼
津
の
各
警
察
の
道
場

に
捜
査
員
３０
名
と
共
に
寝
泊
り
を
し

て
、

運
日
連
夜
、

事
件
処
理
に
当
た

り
ま
し
た
。

捜
査
は
２
ヶ
月
に
及
ぶ

も
の
で
し
た
が
、

全
貌
解
明
の
上
、

検
挙
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
て
今
、

自
分
の
警
察
官
生

活
を
振
り
返

っ
て
み
る
と
、

家
族
に

は
本
当
に
苦
労
を
か
け
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

中
で
も
私
に
代
わ

っ
て
常

に
家
庭
を
守

っ
て
く
れ
た
妻
に
は
心

か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
の

皇
居
で
の
拝
謁
に
は
妻
と
と
も
に
出

掛
け
ら
れ
た
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
日
々
を
誇
り
に
感
じ

な
が
ら
、

今
後
も
健
康
に
留
意
し
、

安
心

・
安
全
な
地
域
社
会
の
た
め
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
稿
　
由
三
舎
同
１９
回
）

娘
か
ら
の
重

い
贈
り
物
―

昭
和
４２
年
に
西
山
台
を
飛
び
立
ち

約
５０
年
の
歳
月
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
度
は
秋
の
叙
勲
で
私
ご

と
き
に
瑞
宝
単
光
章
と
言
う
勲
章
を

授
与
し
て
頂
き
感
謝
す
る
次
第

で

す
。

私
が
受
章
に
至

っ
た
背
景
は
就

職
し
た
ヤ
マ
ハ
で
Ｆ
Ｒ
Ｐ

（ガ
ラ
ス

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
成
形
の

仕
事
に
従
事
し
、

そ
の
関
係
で
静
岡

県
の
職
業
能
力
開
発
協
会
か
ら
技
能

検
定
委
員
を
委
嘱
さ
れ
３０
年
近
く
務

め
て
来
た
事
に
よ
り
ま
す
。

朗
報
を

聞
き
付
け
て
西
高
の
同
窓
生
か
ら
も

お
祝

い
の
お
言
葉
や
宴
を
設
け
て
頂

き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
絶
対

に
得
ら
れ
ぬ
物
を
得
た
半
面
、

絶
対

に
失

っ
て
は
な
ら
ぬ
物
を
昨
年
は
失

い
ま
し
た
。

そ
れ
は
西
高
の
４９
回
の
同
窓
生
に

な
り
ま
す
次
女
の
万
里
が
享
年
３５
歳

で
鬼
籍
に
入
り
ま
し
た
。　

一
昨
年
２

月
に
多
発
性
筋
炎
そ
し
て
３
月
に
乳

が
ん
の
診
断
が
下
り
現
在
５
歳
の
男

の
子
、
３
歳
の
女
の
子
を
抱
え
明
る

く
難
病
と
闘

っ
て
き
た
の
で
す
が
昨

年
８
月
１８
日
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま

し
た
。

秋
の
叙
勲
の
内
示
を
頂
い
た

時
、

娘
に
伝
え
ま
し
た
が

「
お
父
さ

ん
が
頑
張

っ
た
ん
じ
ゃ
無
く
お
母
さ

ん
の
頑
張
り
だ
と
言
う
事
を
忘
れ
な

い
事
、

周
囲
の
人
達
に
我
儘
を
許
し

て
賞

っ
た
事
に
感
謝
す
る
事
！
」
と

手
厳
し
く
や
ら
れ
ま
し
た
。

娘
の
葬

儀
の
際
に
は
西
高
の
同
窓
生
も
お
別

れ
に
来
て
く
れ
て
悔
し
さ
と
感
謝
の

気
持
ち
で

一
杯
で
し
た
。

婿
と
孫
は

そ
の
日
か
ら
拙
宅
に
同
居
し
て
生
活

し
て
い
ま
す
。

婿
は
会
社
に
行
く
の

で
専
ら
私
は
育
爺
―
で
す
。

人
生
あ

い
う
え
お

（愛
と
運
と
縁
と
ご
恩
）

を
忘
れ
ず
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

（明
る
く
―
楽

し
く
―
前
向
き
に
―
）
で
生
き
て
行

こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

天
野
先
生

の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

の
年

に
叙
勲

の
栄
誉
に
浴
し
た
事
も
感
謝
感
激
で

す
。

更
な
る
西
高
の
発
展
を
お
祈
り

し
ま
す
。
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山

内

明

（中
２‐
回
）

私
は
昭
和
１９
年
夏
、

兵
庫
県
よ
り

転
入
学
し
た
。

在
校
生
は
１
、
２
年

の
み
。

閑
散
と
し
た
学
内
だ

っ
た
。

上
級
生
は
学
徒
動
員
で
働

い
て
い

た
。

暮
に
は
大
き
な
地
震
も
あ
り
不

安
な
毎
日
だ

っ
た
。

２０
年
に
は
学
徒

動
員
で
鈴
木
織
機

（現
ス
ズ
キ
）
で

空
襲

に
お
び
え
な
が
ら

の
作
業

の

日
々
…
そ
し
て
終
戦
。

復
学
後
も
２

年
く
ら
い
し
か
勉
学
で
き
て
い
な
い

の
で
青
春
時
代
の
楽
し
み
も
無
く
浜

二
中
で
の
想

い
出
は
極
め
て
薄
い
。

昭
和
２３
年
春
、

２‐
回
生
で
卒
業
。

浜
工
専
で
機
械
工
学
を
３
年
学
び

旧
国
鉄
に
就
職
。

昭
和
２６
年
か
ら
私

の
鉄
道
人
生
が
始
ま

っ
た
。

初
め
は

蒸
気
機
関
車
の
運
転
か
ら
始
ま
り
、

次
に
西
山
台
の
二
中
か
ら
見
下
ろ
し

て
い
た
工
機
部

へ
移
り
機
関
車
検
修

に
従
事
し
東
海
道
新
幹
線
電
車
検
修

の
設
備
計
画
、

設
計
施
工
を
担
当
。

昭
和
４３
年
奉
、

国
鉄
本
社

へ
転
勤

し
続
い
て
現
さ
い
た
ま
市
の
大
宮
工

場
で
鉄
道
工
場
の
動
力
近
代
化
、

機

械
化
、

公
害
対
策
に
努
め
た
。

又
、

東
北
、

上
越
新
幹
線
が
大
宮

工
場
の
中
央
部
を
高
架
で
縦
断
す
る

こ
と
に
な
り
当
時
３
０
０
０
人
の
職

員
の
日
常
作
業
を
継
続
し
な
が
ら
支

障
工
事
も
施
行
と

い
う
難
工
事

で

あ

っ
た
。

次
い
で
仙
台

へ
転
勤
し
新
幹
線
の

仙
台
駅
と
車
両
検
修
の
仙
台
工
場
の

企
画
、

設
備
新
設
で
４
年
間
単
身
赴

任
で
働

い
た
。

再
度
大
宮
工
場

へ
戻

り
、

無
事
に
新
幹
線
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
皆
で
祝

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

国

鉄
が
民
営
化
に
な
る
春
に
国
鉄
退
職

し
Ｊ
Ｒ
東
海
の
会
社
で
東
京
地
区
の

機
器
設
備
の
保
全
担
当
、

協
力
会
社

の
育
成
と
保
全
体
制
の
確
立
に
力
を

注
ぎ
平
成
十
年
春
に
退
職
し
た
。

軍
人
だ

っ
た
父
か
ら
の
教
え
は
、

「誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
人
に
な
れ
。」

で
あ

っ
た
。

戦
後
の
就
職
難
の
時
代

に
入

っ
た
鉄
道
人
生
は
派
手
な
目
立

つ
も
の
で
は
な
く
縁
の
下
の
力
持
の

連
続
で
あ

っ
た
が
上
司
、

同
僚
、

部

下
と
の
信
頼
の
上
の
５０
年
で
あ

っ
た
。

今
回
は
か
ら
ず
も
春
の
叙
勲
の
栄

誉
に
浴
し
参
内
し
陛
下
の
お
言
葉
を

賜
り
ま
し
た
。

鉄
道
も
ス
ピ
ー
ド
化

の
時
代
、

九
州
か
ら
北
海
道
ま
で
新

幹
線
は
つ
な
が
り

つ
つ
あ
り
中
央
リ

エ
ア
の
着
工
も
近
い
。

何
よ
り
も
安

全
第

一
で
益
々
の
発
展
を
願

っ
て
い

る
。

母
校
の
後
輩
た
ち
が
平
和
な
環

境
で
思
う
存
分
有
意
義
な
学
生
生
活

を
過
し
て
も
ら

い
た

い
と
心
か
ら

祈

っ
て
い
る
。中

村
　
伸
夫

（高
１３
回
）

こ
の
た
び
の
春
の
叙
勲
の
内
示
を

受
け
た
時
、

あ
ま
り
に
突
然
な
こ
と

で
大
変
び

っ
く
り
し

戸
惑

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

そ
し
て
、

教
育
功
労
に

値
す
る
仕
事
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
と
、

自
ら
を
振
り
返
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。

私
は
西
高
在
学
中
、

器
楽
部
で
活

動
し
た
こ
と
か
ら
、

音
楽
の
教
師
に

な
り
た
い
と
思
い
静
岡
大
学

へ
進
学

し
ま
し
た
。

そ
の
後
、

大
変
お
世
話

に
な

っ
た
３
人
の
先
生
と
の
出
会

い

が
、

私
を
音
楽
教
師
と
し
て
育
て
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

個

人
的
に
ピ
ア
ノ
の
指
導
を
受
け
た
故

中
島
静
先
生
、

教
育
実
習
で
お
世
話

に
な

っ
た
渡
瀬
祥
光
先
生
、

そ
し
て

合
奏
の
指
導
法
を
教
え
て
い
た
だ
い

た
故
森
口
喜
雄
先
生
は
、

私
の
音
楽

教
師
と
し
て
の

「芯
」
を
作

っ
て
い

た
だ
い
た
方
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
活
動
が

き

っ
か
け
で
、

子
供
た
ち
に

「音
楽

を
楽
し
む
心
」
を
育
て
た
い
と
い
う

思
い
を
持

つ
よ
う
に
な
り
、

勤
務
し

た
各
小
中
学
校
で
の
指
導
や
浜
松
市

教
委
の
依
頼
で
長
年
携
わ

っ
た
児
童

会
館
音
楽
隊
で
の
指
導
は
、

そ
の
思

い
を
実
現
す
る
た
め
の
活
動
が
中
心

に
な
り
ま
し
た
。

学
校
を
離
れ
て
西
部
教
育
事
務
所

に
勤
務
し
た
時
に
は
、

同
じ
職
場
に

勤
め
る
先
輩
の
藤
森
徹
さ
ん

（高
７

回
）
を
は
じ
め
西
高
同
窓
の
方
々
か

ら
多
面
に
わ
た
る
ご
示
唆
を
い
た
だ

き
、

の
ち
に
三
ケ
国
青
年
の
家
所
長

や
校
長
と
し
て
職
に
就

い
た
時
の
大

き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

出
会

っ
た
先
輩
方
や
同
僚
の
支
え

が
あ

っ
て
、

今
回
の
受
章
と
な

っ
た

と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
い
た
だ
い
た

多
く

の
方

々
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、

教
職
の
道
を
歩
ん
で
き
て
、

本

当
に
よ
か

っ
た
と
思

っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

活
躍
す
る
同
窓
生

古
橋
　
拓
哉

（高
４８
回
）

浜
松
に
Ｕ
タ
ー
ン
開
業
を
し
て
か

ら
４
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
地
域
に
根
ざ
す
こ
と
が
で
き

つ
つ
あ
る
よ
う
で
、

そ
れ
な
り
に
忙

し
く
、

お
む
つ
を
し
て
い
る
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ

ち
や
ん
ま
で
幅
広
い
世
代
に
わ
た

っ

て
診
療
さ
せ
て
も
ら

つ
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

大
学
進
学
当
初
か
ら
腕
の
い
い
歯

医
者
に
な

っ
て
浜
松
に
帰
り
た
い
と

漠
然
と
思

っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

大
学

５
年
生
の
病
院
実
習
で
父
よ
り
も
若

い
息
者
さ
ん
の
入
れ
歯
を
作

っ
た
こ

と
が
卒
業
後
の
進
路
を
決
め
る
き

っ

か
け
と
な

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
の
息
者
さ
ん
は
僕
に
こ
う
言
い
ま

し
た
。

『上
手
に
年
越
し
そ
ば
が
食

べ
ら
れ
る
入
れ
歯
が
欲
し
い
ん
だ
』

と
、

１１
月
下
旬
に
な

っ
て
か
ら
の
こ

と
で
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
的
に
は
か
な
り

厳
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
し
た
が
指

導
医
の
協
力
も
あ
り
、

何
と
か
年
末

に
義
歯
を
装
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

正
月
休
み
明
け
に
息
者
さ
ん

か
ら

『あ
り
が
と
う
、

娘
の
前
で
恥

を
か
か
な
く
て
す
ん
だ
よ
』
と
言
わ

れ
た
時
は
大
変
う
れ
し
か

っ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
が
僕

の
医
療
人
と
し
て
の
ベ
ー
ス
と
な

っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

大
学
卒
業
後

は
、

困

っ
て
い
る
息
者
さ
ん
の
力
に

な
れ
る
の
は
入
れ
歯
が
上
手
な
歯
医

者
だ
と
思
い
、

義
歯
や
噛
み
合
わ
せ

を
専
門
と
す
る
医
局
に
大
学
院
生
と

し
て
入
局
し
研
究
に
診
療
に
、
ま
さ

に
寝
食
を
忘
れ
る
生
活
を
強
要
さ

れ
る
ハ
ー
ド
な
４
年
間
を
送
り
ま
し

た
。

そ
の
後
、

勤
務
医
を
経
て
当
院

を
開
院
す
る
の
で
す
が
、

当
地
と
離

れ
た
と
こ
ろ
で
生
活
し
て
い
た
こ
と

も
あ

っ
て
か
、

自
分
が
西
高
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
機
会
は
あ
ま

り
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

浜
松
市
内

に
フ
ル
歯
科
医
院
を
開
業
後
は
様
々

な
出
会

い
の
中
で
同
窓
の
先
輩
達
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
、

こ
の
４
年
間
を

過
ご
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

開
業
準
備
中
に
お
世
話
に
な

っ
た

の
は
、

当
院
を
設
計
し
た
も
ら

っ
た

設
計
士
さ
ん
で
し
た
。
自
分
と
は
入

れ
違

い
の
先
輩
で
し
た
の
で
面
識
な

ど
当
然
な
か

っ
た
の
で
す
が
西
高
の

先
輩
と
言
う
だ
け
で
、

何
と
な
く
頼

も
し
く
思
え
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。

そ
の
先
輩
か
ら
は
当
院
の
ロ
ゴ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
製
作
し
て
く
れ

的
」
Ｏ
口一三

り
一Ｃ
Ｇ
Ｅ

Ｃ
三

．、耳
と
こ
声
＼
＼
”ａ
宇
宇
三
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た
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
先
輩
を
紹
介
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
先
輩
は

野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
、

僕
も
体
育
を
教
え

て
も
ら

つ
た
野
球
部
監
督
の
先
生
の

話
で
盛
り
上
が

っ
た
り
？
妙
な
親
近

感
が
わ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

歯
科
医

師
会
に
も
数
多
く
の
西
高
Ｏ
Ｂ
が
在

籍
し
て
お
ら
れ
会
議
で
隣
席
す
る
先

輩
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
作
家
で
あ

っ
た

り
、

西
高
Ｏ
Ｂ
が
各
方
面
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
僕
も
同
窓
の
皆
さ
ん
に
負
け

ぬ
よ
う
に
精
進
を
続
け
て
い
か
ね
ば

と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

お
母
さ
ん
は

白
バ
イ
隊
員

己
ノ
瀬
郷
子

（高
４８
回
）

「
お
母
さ
ん
は
白
バ
イ
隊
員
だ

っ
た

ん
だ
よ
」

‐９
年
前
に
西
山
台
の
瓦
葺
の
校
舎

か
ら
巣
立

っ
た
時
に
は
、

自
分
の
息

子
た
ち
に
こ
ん
な
話
を
す
る
と
は
夢

に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

早
い
も
の
で
私
が
静
岡
県
警
察
官

を
拝
命
し
て
か
ら
１５
年
、

そ
し
て
２

人
の
息
子
た
ち
は
６
歳
と
２
歳
に
な

り
ま
し
た
。

大
き
な
声
で
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

私
が
警
察
官
に
な

っ
た
の
に
は
大
き

な
志
が
あ

っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。大

学
４
年
生
の
時
に
就
職
活
動
も

段
落
し
た
と
こ
ろ
で
警
察
官
の
採

用
試
験
が
あ
り
、　

翌
日
通
の
Ｏ
Ｌ
に

な
る
よ
り
面
白

い
か
も
」
と

い
う
軽

い
気
持
ち
で
採
用
試
験
を
受
け
、

合

格
し
て
警
察
官
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
６
ヵ
月
間
の
警
察
学
校

で
の
初
任
研
修
で
意
識
が
大
き
く
変

わ
り
、

「自
分
が
生
ま
れ
育

っ
た
静

岡
県
の
た
め
に
、

私
が
出
来
る
限
り

の
こ
と
を
し
よ
う
」
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

警
察
学
校
を
卒
業
後
富
士
警
察
署

に
配
属
さ
れ
、

そ
こ
で
学
生
時
代
に

趣
味
で
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗

っ
て
い
た

こ
と
か
ら
当
時
の
上
司
に
声
を
掛
け

て
い
た
だ
い
て
、

白
バ
イ
乗
務
員
養

成
訓
練
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。白

バ
イ
乗
務
員
養
成
訓
練
は
、

テ

レ
ビ
番
組
の
警
察
密
着
番
組
な
ど
で

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
て
も
厳
し

い
も
の
で
し
た
。

排
気
量
７
５
０

ｃ
ｃ

（現
在
は

１
０
０
０
ｃ
ｃ
超
の
白
バ
イ
が
主
流

で
す
が
）
総
重
量
２
６
０
ｋ
ｇ
の
白

バ
イ
を
手
足
の
よ
う
に
操
れ
る
よ
う

に
な
る
ま
で
転
ん
で
は
起
こ
し
の
繰

り
返
し
で
、

全
身
あ
ざ
だ
ら
け
に
な

る
ま
で
走
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
交
通
機
動
隊
と
警
察
署

の
交
通
課
で
通
算
５
年
間
白
バ
イ
に

乗
り
、

悲
惨
な
交
通
事
故
を
１
件
で

も
減
ら
す
べ
く
交
通
違
反
の
取
締
ま

り
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
交
通
安
全
啓
発

に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
後
長
男
を
出
産
し
て
２
年
間

の
育
児
休
暇
を
取
り
、　

一
日
仕
事
に

復
帰
し
た
後
に
次
男
を
出
産
し
、

再

度
２
年
間
の
育
児
休
業
を

い
た
だ
い

た
後
に
、

今
年
５
月
に
仕
事
復
帰
を

し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、

妊
娠
出
産
を
経
て

再
度
仕
事
に
復
帰
で
き
た
の
も
、

仕

事
と
子
育
て
の
両
立
を
後
押
し
し
て

く
れ
る
制
度
と
家
族
の
協
力
が
あ

っ

て
こ
そ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

２
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
た
今
、

県
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、

ま

た
家
族
の
笑
顔
を
守
る
た
め
に
、

こ

れ
か
ら
も
日
々
職
務
と
家
事
育
児
に

ま
い
進
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、

ま
た
い
つ
の
日
か
子
ど

も
達
に

「
お
母
さ
ん
は
白

バ
イ
に

乗

っ
て
る
ん
だ
よ
」
と
話
せ
る
よ
う

に
な
れ
ば
い
い
な
、

と
思
い
ま
す
。

帥第
１４
回

帥
西
高
同
憲
フ
オ
ー
ラ
ム
等

車

醒

犀

越

彊

鶴

彊

騒

彊

圏

圏

圏

電

麓

襲

圏

醸

騒

第

１４
回
西
高
同
窓

フ
オ
ー

ラ
ム

は
、

平
成
２７
年
２
月
２‐
日

（土
）
ホ

テ
ル
コ
ン
コ
ル
ド
浜
松
に
て
１
０
０

名
余
り

の
出
席
者

の
も
と
開
か
れ
ま

し
た
。

第
　
部
は

「
銀
木

の
間
」
に
て
竹

内
県
議
会
議
員
の
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
①

「
浜
松

の
将
来
と
静
岡
県

の
未
来
」

と
題
し
、

静
岡
県
の
人
口
削
減
に
つ

い
て
、

西
高
卒
業
生
が
地
元
浜
松
市

や
静
岡
県
に
戻
る
率
が
低

い
こ
と
も

踏
ま
え
、

た
く
さ
ん
の
資
料
の
中
、

具
体
的
な
数
字
を
出
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、

今
後
ど
う
し
て
い
く
の
が

よ
い
か
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
は

「雲
の
間
」
に
会
場
を

移
動
し
て
の
懇
親
会
。

恒
例
の
高
１４

回
大
塚
哲
雄
氏
、

高
１７
回
飯
尾
強
氏

に
よ
る
司
会

に
て
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
ご
挨
拶
、

花
の
舞
で
の
乾
杯
の

後
、

歓
談
の
時
間
と
な
り
、

世
代
を

超
え
て
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

高
３６
回
高
田
光
三
氏
か
ら
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
幹
事
挨
拶
、

高
４７
回
村
松
貴
通

氏
か
ら
新
春
の
集

い
幹
事
挨
拶
、

高

４８
回
岡
本
周
二
氏
か
ら
来
年
１
月
の

新
春
の
集

い
幹
事
挨
拶
の
後
、

恒
例

の
応
援
歌
に
よ
り
閉
会
と
な
り
ま
し

た
。

◇
臨
時
特
別
西
高
同
窓
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
２７
年
６
月
７
日

（日
）
ホ
テ

ル
コ
ン
コ
ル
ド
浜
松
に
て

「臨
時
特

別
西
高
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、

先
の
統
　
総
選
挙
で
当

選
さ
れ
た
方
の
祝
福
、

市
議
会
議
員

を
２８
年
間
務
め
ら
れ
た
高
６
回
酒
井

基
寿
氏
の
ご
退
任
等
も
あ
り
、

特
別

に
今
回
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

第

一
部
で
は
、

酒
井
基
寿
氏
の
基

調
講
演

「
２８
年
を
振
り
返
る
」
と
題

し
、

こ
れ
ま
で
市
政
に
熱
意
を
も

つ

て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
を
お
話
し
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

城
内
実
外
務
副
大
臣
も
お
招

き
し
、

ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し

た
。第

二
部
で
は
、

高
４２
回
溝
口
紀
子

氏
の
静
岡
県
教
育
委
員
会
委
員
長
退

任
に
際
し
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
２

月
開
催
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
時
と
同

様
、

あ
ち
こ
ち
で
和
や
か
に
歓
談
す

る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。
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車第
３９
回
浜
松
西
高

中同
窓
ゴ
ル
フ
大
会

中
結
果
報
告
書

恒
例
の
浜
松
西
高
同
窓
ゴ
ル
フ
大

会
が
、

平
成
２７
年
５
月
１３
日

（水
）

に
浜
名
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

伝
統
あ
る
こ
の
大

会
も
本
年
で
３９
回
を
数
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

前
日
の
台
風
６
号
の
影
響
が
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
、

素
晴
ら
し
い
ゴ
ル

フ
日
和
と
な
り
、

新
緑
の
中
、

中
１６

回

・
高
２
回
～
高
４８
回
ま
で
の
総
勢

２
０
２
名
が
腕
を
競

い
合

い
ま
し

シ
エ
ア
の
部
優
勝

た
。

熱
い
勝
負
の
中
に
も
和
気
謁
謁

と
同
窓
生
同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
、

大
変
有
意
義
な
　
日
と

な
り
ま
し
た
。

競
技
の
結
果
は
下
記

の
通
り
で
す
。

◆
と

一
ア
の
部

（高
１５
回
以
上

¨
６７
名
参
加
）

優
　
勝
　
一向
橋
　
誠
舎
同
４
回
）

グ
ロ
ス

８７

不ヽ
ツ
ト

７２

・
６

２
　
位
　
一向
部
　
勝
各
同
９
回
）

グ
ロ
ス

８５

不ヽ
ツ
ト

７３

・
０

３
　
位
　
松
山
百
男
（高
１１
回
）

グ

ロ
ス

８３

不ヽ

ツ
ト

７３

・
４

◆

校
の
部

（高
１５
回
以
下

一
１
３
３
名
参
加
）

優
勝
　
小
楠

順
久
各
同
１８
回
）

般
の
部
優
勝

グ
ロ
ス

９‐

、不
ッ
ト

拘

・
６

２

位

森

真
人
易

回
）

グ
ロ
ス

９７

不ヽ
ツ
ト

拘

・
６

３
　
位
　

永ヽ
田
明
史
各
同
３２
回
）

グ
ロ
ス

８３

不ヽ
ツ
ト

２

・
２

◆
女
性
の
部

（２
名
参
加
）

優
　
勝
　
石
川
江
利
（高
３２
回
）

グ
ロ
ス

‐０２

不ヽ
ツ
ト

８０

．
４

以
上

多
大
な
る
ご
協
賛
を
賜
り
ま
し
た

皆
様
、

ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
同

窓
生
の
皆
様
に
、

御
礼
な
ら
び
に
感

謝
を

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、

こ
の

大
会
の
更
な
る
発
展
と
今
後
も
未
来

永
劫
引
き
継
が
れ
る
こ
と
を
祈
念
い

た
し
ま
す
。

幹
事
　
一白同
３６
回
　
同

あ

っ
た
記
念
館

の
記
憶
だ
け
は
鮮

明
だ
。

然
も
、

そ
の
中
で
体
育
の
授

業
が
あ
り
倒
立
の
試
験
が
あ

っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。

還
暦
を
迎
え
母

校
を
思
い
出
せ
ば
、

学
舎
は
今
、

そ

の
殆
ど
が
建
て
替
え
ら
れ
た
。

東
坂

の
北
側
に
木
造
の
武
道
館
が
有
り
、

プ
ー
ル
も
柔
剣
道
場
も
宿
泊
棟
も
な

か

っ
た
。

５０
ｍ
プ
ー
ル
の
完
成
披
露

式
典
に
は
、

母
校
の
誇
り
で
有
り
日

本
水
泳
界
の
伝
説
と
な

っ
て
い
る
故

古
橋
度
之
進
先
輩
が
来
校
さ
れ
て
見

事
な
泳
ぎ
を
披
露
さ
れ
た
。

そ
の
様

子
も
私
に
と

っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
光

景
で
あ
る
。

同
窓
会

の
会
合

の
折

に
、

母
校
を
訪
れ
た
と
き
、

私
が
高

校
時
代
に
校
舎
の
屋
上
か
ら
見
た
遠

州
灘
の
キ
ラ
キ
ラ
と
光
る
水
面
が
今

の
後
輩
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
見
え
て

い
る
の
か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。
こ

の
気
持
ち
が
卒
業
後
４０
年
を
過
ぎ
た

感
傷
と

い
う
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、

２２
年
前
に
新
春
の
集

い
の

幹
事
を
任
さ
れ
た
時
に
は
６０
歳
は
遠

い
存
在
で
あ

っ
た
。

先
輩
の
方
々
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
約
２
年

間
、

月
１
回
の
集
ま
り
か
ら
少
し
ず

つ
準
備
し
て
い
っ
た
過
程
は
新
鮮
な

も
の
で
あ

っ
た
。

当
番
幹
事
に
な
り

高
校
時
代
に
は
接
点
が
な
か

っ
た
同

窓
生
と
も
交
流
が
す
る
こ
と
が
で

き
、

そ
の
後
は
生
活
範
囲
が
大
き
く

広
が

っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

昨

年
夏
に
開
い
た
高
２６
回
の
学
年
同
窓

会
で
も
、

遠
方
か
ら
本
当
に
久
し
ぶ

り
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
同
級
生
と

も
懐
か
し
い
会
話
が
弾
み
心
地
よ
い

時
を
過
す
こ
と
が
で
き
た
。
し
か

し
、

５０
代
の
後
半
と
い
う
こ
と
か
ら

健
康
や
病
気
の
話
、

可
愛

い
孫
の
自

慢
話
や
子
ど
も
の
結
婚
の
話
が
思
い

出
話
よ
り
も
多
く
な

っ
た
こ
と
が
４０

年
の
月
日
を
感
じ
さ
せ
た
。

毎
年
、

送
ら
れ
て
く
る
同
窓
会
報

で
西
高
生
や
同
窓
生
の
活
躍
を
知
り

大
き
な
刺
激
を
受
け
て
い
る
。

平
均

寿
命
か
ら
考
え
れ
ば
残
り
２０
年
余
り

の
人
生
、

少
し
で
も
社
会
に
恩
返
し

が
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
考
え

る
。

論
語

に

「
六
十
に
し
て
耳
順

う
。

七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に

従

っ
て
矩
を
除
え
ず
。

」
と
あ
る
。

私
も
孔
子
の
よ
う
に
６０
歳
を
過
ぎ
れ

ば
自
分
の
心
の
中
に
次
に
進
む
べ
き

道
が
開
け
て
く
る
こ
と
を
願

っ
て
い

る
が
、

未
熟
者
に
は
到
底
孔
子
の
よ

う
に
は
道
が
開
け
て
こ
な
い
も
の
で

あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。

ア
メ
リ
カ
の
詩
人
、

サ
ミ
エ
ル

・

ウ
ル
マ
ン
は

「青
春
」
の
中
で
、

「
青
春
と
は
人
生
の
あ
る
期
間
を

言
う
の
で
は
な
く
心
の
様
相
を
言
う

の
だ
。

優
れ
た
創
造
力
、

遇
し
き
意

志
、

炎
ゆ
る
情
熱
、

怯
儒
を
却
け
る

勇
猛
心
、

安
易
を
振
り
捨
て
る
冒
険

の
だ
。

年
を
重
ね
た
だ
け
で
は
人
は

老

い
な
い
。

理
想
を
失
う
と
き
に
初

め
て
老
い
が
来
る
。

」

（以
下
略
）

遺
暦
を
迎
え
た
が
、

こ
れ
か
ら
も

日
々
の
生
活
の
中
で

「青
春
」
を
感

じ
取
り
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

醒
醸
館大

塚
　
功

（高
２６
回
）

４５
年
前
に
西
山
台
の
東
坂
を
登

っ

た
記
憶
は
次
第

に
薄
れ

つ
つ
あ
る

が
、

な
ぜ
か
同
窓
会
館

の
場
所

に

要

軍

鑢

的
」
Ｏ
．一三

の
一Ｃ
Ｇ
Ｅ

Ｇ
三

日ヽ
耳
と
雪
多
＼
＼
中ａ
申
中
三
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９
年
前
に
高
５
回
生
全
体
の
会
合

は
最
後
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
し
て

い
ま
し
た
が
、

前
後
の
回
が
ま
だ
元

気
に
会
合
を
持

っ
て
い
る
こ
と
も
踏

ま
え
、

前
年
１２
月
の
ミ
ニ
同
窓
会
の

際
に
は
、

出
席
の
皆
さ
ん
が
異
口
同

音
に
８０
歳
の
節
目
に
は
是
非
同
期
全

体
の
顔
合
わ
せ
を
し
よ
う
と
の
強
い

要
望

の
声
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た

の

で
、

「傘
寿
の
会
」
を
開
催
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

当
初
は
　
泊
二
日

の
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、

最
終
的
に

２６
年
１０
月
５
日
夕
刻
に
実
施
に
な
り

ま
し
た
。

同
期
卒
業
生
は
３
０
７
名

で
し
た

が
、

同
窓
生
名
簿
に
よ
り
約
２
０
０

名

の
同
期
生
に

，
少
し
前

の
ニ
ュ
ー

ス
で
、

日
本
男
性

の
平
均
寿
命
が
８０

歳
を
超
え
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。

我

々
５
回
生
は
正
に
そ
の
年
齢

で
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
余
命
、

お
互

い
に
よ
り
健
康
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
し

っ
か
り
存
在
感
を
持

っ
て
生
活

し
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
せ
ん
か
。

頑

張
り
ま
し
ょ
う

Ｈ
“
の
呼
び
か
け
で

「
傘
寿

の
会
」

へ
の
出
席
連
絡
し
ま

し
た
。

体
調
不
良
に
よ
る
欠
席
は
当
然
多

数
で
し
た
が
、

返
信
で
の
計
報
連
絡

も
１０
数
名
、

流
石
に
年
齢
を
感
じ
さ

せ
る
数
字
で
し
た
。

出
席
の
返
信
は

当
初
５３
名
で
し
た
が
、

当
日
は
遠
く

は
マ
レ
ー
シ
ア
在
住
で
こ
の
会
の
た

め
に
帰
国
し
た
者
や
北
海
道

・
仙
台

な
ど
か
ら
５‐
名

の
同
期
生
が
参
集

し
、

旧
交
を
温
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

会

の
始
め
に
約
３
分

の

１
に
当
た
る
９６
名
の
物
故
者
に
対
す

る
黙
祷
を
す
る
と
と
も
に
、

出
席
で

き
た
幸
せ
と
お
互
い
の
健
康
と
今
後

の
健
勝
を
誓

つ
て
懇
親
会
を
進
め
ま

し
た
。

遠
方
出
席
者
を
主
に
近
況
報

告
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、

各
テ
ー
ブ

ル
ご
と
そ
れ
ぞ
れ
に
話
を
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
が
、

台
風
接
近
に
よ
る

交
通
不
順
を
考
慮
し
て
や
や
早
め
の

解
散
に
な

っ
た
の
は
折
角
の
同
窓
会

だ

っ
た
だ
け
に
残
念
で
し
た
。

そ
れ

で
も
最
後
の
校
歌
斉
唱
は
高
校
時
代

を
思
い
出
す
と
と
も
に
応
援
歌
ま
で

声
高
ら
か
に
歌
い
継
ぐ
元
気
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

な
お
２０
数
年
前
か
ら
偶
数
月
５
日

に
有
志
交
流
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

当
初
は
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ
ン
で

行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
ハ
ー

ト
ラ
ン
ド

（静
銀
浜
松
支
店
北
）
で

午
後
６
時
か
ら
１０
～
１５
名
が
集
ま
り

交
流
し
て
い
ま
す
。

参
加
を
待

っ
て

い
ま
す
。

木
々
が
色
づ
き
始
め
、

風
が
肌
寒

く
感
じ
ら
れ
る
１１
月
の
は
じ
め
、

私

達
高
８
回
卒
業
生
が
喜
寿
を
祝

っ
て

集
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
最
高
の

喜
び
だ

っ
た
。

４７
名
の
同
級
生
が
全

国
各
地
か
ら
集
ま

っ
て
来

て
く
れ

た
。

会
の
初
め
に
７
年
前
の
古
稀
の

集
い
以
来
亡
く
な
ら
れ
た
１０
名
ほ
ど

の
物
故
者
に
対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
。

校
歌
斉
唱
か
ら
始
ま
り
久
し
ぶ
り
に

会

っ
た
友
と
心
行
く
ま
で
語
り
合

っ

た
。

毎
年
１
月
２
日
に
行
わ
れ
て
い

る
新
春
の
集

い
で
顔
を
合
わ
せ
て
い

る
人
た
ち
は
、

顔
も
名
前
も
わ
か

っ

て
い
る
が
、

出
席
さ
れ
た
方
で
名
前

も
顔
も
思
い
出
せ
な
い
人
も
い
た
。

し
か
し
、

同
じ
同
級
生
な

の
で
、

す
ぐ
打
ち
解
け
て
親
し
く
な

っ
た
。

会
が
盛
り
上
が

っ
て
き
た
と

こ
ろ

で
、

東
京
高
８
回
末
広
会

（８
回
卒

の
人
は
末
が
広
が

っ
て
い
る
）

エ
イ

ト
会
の
代
表
が
会
の
活
動
状
況
を
報

告
し
た
。

お
楽
し
み
抽
選
会
は
賞
品

が
た
く
さ
ん
出
た
の
で
大

い
に
盛
り

上
が

っ
た
。

最
後
に
は
全
員
が
素
晴

ら
し
い
笑
顔
で
記
念
写
真
に
納
ま

っ

た
。

会
の
終
わ
り
に
は
、

次
回
開
催

の
声
も
聞
か
れ
、
３
年
後
の

「傘
寿

の
会
」
の
検
討
を
す
る
こ
と
に
な

っ

た
。

余
韻
も
あ

っ
て
か
、
２
次
会
、

３
次
会

へ
流
れ
て
い
っ
た
。

牧
田
亘
弘

（高
８
回
）

平
成
２７
年
５
月
１９
日
呉
竹
荘
に
て

第

２
回

の
有
志
懇
親
会
を
新

メ
ン

バ
ー
を
含
め
、

２７
名
の
参
加
で
開
催

し
た
。

（案
内
送
付
者
５２
名
で
出
席

率
５０
％
キ
‐
プ
）
、

前
日
ま
で
に
３

名
の
ド
タ
キ
ャ
ン
が
あ
り
、

こ
れ
も

歳
の
せ
い
か
と
残
念
で
あ

っ
た
が
校

歌
斉
唱
で
ス
タ
ー
ト
し
、

今
後
の
行

Eメ ールアドレス hama24②shizuoka.emall.ne.jp
※毎遇火曜日午前10時～12時までは事務員の徳永さんが応対。それ以外はファックス ・メール又は、

留守番電話にメッセージを録音して下さい。

同窓会専用電話 ・ファックス
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事
予
定
等
が
発
表
さ
れ
、

各
ク
ラ
ス

代
表
か
ら
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
元
気

な
ス
ピ
ー
チ
が
あ

っ
た
。
な
か
で
も

老
老
介
護
の
日
々
の
報
告
に
は
痛
く

身
に
つ
ま
さ
れ
た
。

そ
し
て

一
次
、

二
次
会
の
４
時
間
余
が
あ

っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
行

っ
た
。

お
店
の
方
か

ら
は
お
酒
も
良
く
飲
ま
れ
る
、

元
気

な
お
年
寄
り
で
す
ね
と
冷
や
か
さ
れ

な
が
ら
、

散
会
し
た
。

次
会
は
全
員

の
学
年
同
窓
会
を
平
成
２８
年
１０
月
１９

日
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
て

「喜
寿
の

祝

い
の
会
」
と
銘
打

っ
て
開
催
予
危

で
す
。

学
年
代
表
幹
事
　
白
柳
俊
司

去
る
５
月
２３
日

（土
）
ホ
テ
ル
コ

ン
コ
ル
ド
浜
松
に
於
て
、

６‐
名
の
２‐

回
卒
の
面
々
が
久
し
振
り
の
懐
か
し

い
顔
を
合
わ
せ
た
。

司
会
の
大
庭
美
知
子
さ
ん
を
は
じ

め
、

各
界
で
活
躍
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
も
多
く
、

な
ご
や
か
な
う
ち
に

ス
タ
ー
ト
。

始
め
、

物
故
者
に
黙
祷
。

続

い
て

代
表
幹
事
の
水
野
進
君
の
挨
拶
、

乾

杯
と
進
み
、

ク
ラ
ス
毎
に
壇
上
に
あ

が

っ
て
の
自
己
紹
介
が
始
ま
る
こ
ろ

に
は
宴
も
最
高
潮
に
達
し
た
。

人
生
も
熟
年

の
域
に
入
ら
ん
と

し
、

文
武
両
道
の
西
高
魂
を
社
会
に

於

い
て
実
践
し
て
き
た
誇
り
や
様
々

な
経
験
が
皆
の
顔
を
紅
潮
さ
せ
、

更

に
宴
は
佳
境
に
入

っ
て
い
っ
た
。

県
外
、

遠
方
の
参
加
者
も
多
く
、

語
り
尽
く
せ
ぬ
青
春
の
想
い
が
会
場

至
る
所
で
熱
く
盛
上
が
り
、

あ

っ
と

い
う
間
の
２
時
間
で
あ

っ
た
が
、

回

く
再
会
を
誓

い
、

最
後
に
集
合
写
真

を
撮
り
、

お
開
き
と
な

っ
た
。

尚
、

余
談
で
あ
る
が
、

有
志
幹
事

会
は
、

年
に
数
回
開
催
し
て
い
る
。

１
月
２
日
浜
松
西
高
新
春
の
集

い

が
盛
会
に
て
お
開
き
に
な

っ
た
後
、

別
室
に
お
い
て
参
壱
会

（西
高
３‐
回

卒
の
幹
事
年
度
よ
り
結
成
さ
れ
た
学

年
同
窓
会
組
織
。

本
会
終
了
後
召
集

さ
れ
て
毎
年
５０
人
以
上
の
出
席
が
あ

る
）
に
よ
る
天
野
浩
君
祝
賀
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

天
野
君
の
今
日
の
礎
を
築

い
た
伊

藤
先
生
の
乾
杯
か
ら
始
ま
り
、

同
級

生
や
当
時
の
恩
師
が
１
０
０
名
以
上

本
会
か
ら
集
ま
り
、
２
時
間
半
が

あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
と
て
も
楽

し
い
時
間
で
し
た
。

中
に
は
西
高
卒
業
以
来
、

浜
松
を

離
れ
初
め
て
こ
の
た
め
に
帰
浜
さ
れ

た
同
級
生
や
初
め
て
参
壱
会
に
参
加

し
た
同
級
生
も
お
り
、

会
場
は
終
始

懐
か
し
さ
の
感
動
と
笑
顔
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

今
回
は
天
野
君

の
娘
さ
ん
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
け
、

お
ふ
た
り
と
も

本
会
や
テ
レ
ビ
で
は
見
ら
れ
な

い
素

の
笑
顔
で
過
さ
れ
ま
し
た
。

実
は
お
ふ
た
り
に
は
３
次
会
ま
で

お
付
き
合

い
し
て
い
た
だ
き
、

３‐
回

全
員
が
同
窓
会

の
本
当

の
意
味
を
体

感
、

実
感

し
た
と
喜

ん

で

い
ま

し

た
。

あ
と
５
年
後
に
は
還
暦
を
迎
え
鏡

割
り
を
す
る
た
め
に
も
元
気
で
い
よ

う
と
声
を
か
け
合

っ
て
、

来
年
の
再

会
も
呼
び
か
け
合

い
な
が
ら
参
壱
会

は
盛
会
の
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

５
日
の
静
岡
新
聞
社
の
賀
詞
交
換

会
に
て
天
野
浩
君
の
挨
拶
が
開
口

一

番

「
２
日
の
同
窓
会
が
涙
が
出
る
ほ

ど
嬉
し
か

っ
た
」
と
言

っ
て
い
た
だ

き
、

名
古
屋
ま
で
出
席
を
お
願
い
に

行

っ
て
本
当
に
良
か

つ
た
と
胸
を
な

で
お
ろ
し
ま
し
た
。

担
当
幹
事
と
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
こ
れ
ほ
ど
会
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
こ
と
、

本
当
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

薩
川
　
敏

（高
３‐
回
）

的
ＬＯ
．Ｉ
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２
０
１
４
年
７
月
２６
日

（土
）
１０

時
半
集
合
。

男
子
１４
名
、

女
子
１４

名
、

引
率
教
師
２
名
の
合
計
３０
名
は

専
用
バ
ス
で
浜
松
駅
を
出
発
し
ま
し

た
。

途
中
少
し
酔

っ
た
生
徒
も
あ
り

ま
し
た
が
、

回
復
し
元
気
よ
く
中
部

国
際
空
港
か
ら
乗
り
継
ぎ

の
香
港

へ
。

香
港
で
は
雨
の
た
め
１
時
間
程

度
の
遅
れ
が
で
ま
し
た
が
、

現
地
時

間
６
時
に
ロ
ン
ド
ン
の
ヒ
ー
ス
ロ
ー

空
港
に
到
着
。

浜
松
を
出
て
か
ら
２７

時
間
で
し
た
。

ガ
イ
ド
の
ア
マ
ン
ダ
さ
ん
と
合
流

し
て
浜
松
西
高
校
の
モ
デ
ル
と
な

っ

た
イ
ー
ト
ン
校

へ
。

（改
修
工
事

の

た
め
、

残
念
な
が
ら
外
か
ら

の
見

学
）
午
後
は
ウ
イ
ン
ザ
ー
城
を
見
学

し
て
、

い
よ
い
よ
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
の

街

へ
。

生
徒
た
ち
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
出
迎
え
を
受
け
、

不
安
と
希

望
を
抱
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
て

い
き
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
か
ら

の
初
登

校
。

徒
歩
、

バ
ス
、　

一
人
で
、

ハ
ウ

ス
メ
イ
ト
と

一
緒
に
と
方
法
は
様
々

で
し
た
が
、

全
員
遅
れ
る
こ
と
な
く

登
校
し
ま
し
た
。

研
修
４
日
目
に
は
プ
レ
ゼ
ン
の
準

備
の
た
め
街
に
出
て
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

を
し
ま
し
た
。

そ
ろ
そ
ろ
日
本
食
が

恋
し
く
な
る
頃
、

半
分
の
生
徒
が
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
ま
し
た
。

研
修
１２
日
目
の
夜
は
浜
西
ジ
ャ
パ

ン
ナ
イ
ト
。

武
道

（剣
道

・
空
手

，

柔
道
）
、

歌
と
ダ
ン
ス
、

サ
ブ
カ
ル

チ
ャ
ー
、

ソ
ー
ラ
ン
節
、

落
語
、

時

代
劇
、

書
道
、

折
り
紙
と
会
場
全
体

が
日
本
文
化
に
触
れ
、

大

い
に
楽
し

み
ま
し
た
。
ジ

ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
最

高
―

（落
語
を
や

っ
た
川
島
く
ん
は

卒
業
式
で
特
別
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
）今

回
生
徒
た
ち
は
日
本
を
、

自
分

を
見

つ
め
直
し
、

行
く
先
々
で
異
文

化
に
触
れ
、

多
く
の
こ
と
を
感
じ
、

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

や
る
べ
き
こ
と
は
、
も

っ
と
多

く
の
こ
と
を
学
び
、
日
本
を
知
り
、

自
分
自
身
を
知
り
、

世
界
を
知
り
、

今
回
の
経
験
を
日
本
で
育
て
る
こ
と

で
す
。

我
々
の
学
び
は
第

一
歩
を
踏

み
出
し
た
ば
か
り
で
す
。

最
後
に
英
国
語
学
研
修
は
生
徒
た

ち
に
と

っ
て

一
生
の
記
憶
に
残
る
得

難
い
経
験
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

ご
支
援

・
ご
協
力

に
感
謝
致
し
ま

す
。

高
林
　
清
和
先
生

Ｑ

一
浜
松
西
高
校
の
最
初
の
印
象
は
？

Ａ

¨
私
は
、

昭
和
６３
年
４
月
か
ら
平
成

‐４
年
３
月
ま
で
の
１４
年
間
、浜

松
西
高

校
の
教
壇
に
立
ち
ま
し
た
。

こ
の
高
校
の
最
初
の
印
象
は
、
と
て

も
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
が
揃
っ
て
い

る
こ
と
で
し
た
。

一方
で
、受

験
や
点
数

に
縛
ら
れ
す
ぎ
る
こ
と
な
く
、

生
徒

一人
ひ
と
り
の
素
晴
ら
し
い
資
質
を
伸

ば
し
て
あ
げ
た
い
と
で
つ
思
い
を
抱
き

ま
し
た
。

Ｑ

¨
勤
務
期
間
中
の
思
い
出
は
？

Ａ

¨
中
高
一貫
校
へ
の
移
行
を
担
当
し

た
こ
と
で
す
。

伝
統
あ
る
本
校
の
体
制

が
変
化
す
る
こ
と
や
受
験
や
部
活
動
ヘ

の
影
響
な
ど
、多

方
面
か
ら
ず
じ心
配
の

声
を
頂
き
ま
し
た
が
、個

人
的
に
は
全

く
問
題
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
し
た
。

逆
に
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
を
６
年

間
指
導
で
き
る
こ
と
で
、

個
々
の
生
徒

の
可
能
性
が
よ
り
一層
広
が
る
の
で
は

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

Ｑ

÷
中
等
部
で
力
を
入
れ
た
教
育
は
？

Ａ

÷
自
分
の
思
い
を
相
手
に
伝
え
る

「表
現
力
」
と
自
分
の
本
質
と
向
き
合

う
「探
究
力
」
の
向
上
で
す
。
と
も
に
、

将
来
社
会
に
出
て
か
ら
立
派
な
地
位

に
立
つ
で
あ
ろ
う
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、

必
要
な
力
だ
と
感
じ
た
か
ら
で
す
。

そ

の
た
め
に
、
日
本
や
世
界
の
偉
人
の
名

言
や
格
言
を
丸
暗
記
す
る
時
間
を
つ

く
り
ま
し
た
。

今
は
そ
の
意
味
が
わ
か

ら
な
く
て
も
、将

来
必
ず
や
偉
人
の
言

葉
が
自
分
自
身
を
照
ら
し
出
す
と
き

が
く
る
と
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

Ｑ

¨
我
々
４８
回
生
と
の
思
い
出
は
？

Ａ

一
教
員
人
生
で
何
度
も
研
修
旅
行

（修

学
旅
行

Ｘ

行
き
ま
し
た
が
、

君

た
ち
と
行
っ
た
と
き
の
こ
と
は
特
に
思

い
出
深
い
で
す
ね
。

「
碑
巡
り
学
習
」
と
し
て
、

地
元
の

皆
さ
ま
に
協
力
い
た
だ
き
、

被
爆
者
体

験
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、

爆
心
地

の
見
学
な
ど
を
企
画
し
ま
し
た
。

当
時
、

吉
同
校
２
年
生
の
９
月
と
い
つ

早
い
時
期
に
、

そ
れ
も
九
州
に
行
く
学

校
は
稀

（従
前
は
１０
月
以
降
に
西
は
広

島
付
近
ま
で
）
で
し
た
。

移
動
に
飛
行

機
を
使
用
す
る
こ
と
の
調
整
も
大
変

で
し
た
。

そ
れ
と
、

ク
ラ
ス
内
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
意
味
で
も
旅
行
の
行
程

は
ク
ラ
ス
単
位
と
し
ま
し
た
。

後

　

記

「ご
め
ん
よ
～
―
今
日
は
僕
ば
か
り

が
し
や
べ
っ
て
！
」
と
、古同

林
先
生
お
気

に
入
り
の
白
ワ
イ
ン
の
力
も
手
伝
っ
て

か
、

和
や
か
な
雰
囲
気
で
宴
は
進
み
ま

し
た
。
当
時
の
些
細
な
出
来
事
か
ら
日

本
の
政
治
の
話
題
ま
で
。

２０
年
前
に
西

高
の
教
室
で
受
け
た
「
現
代
社
会
」
や

「
政
治
経
済
」
の
授
業
の
記
憶
が
蘇
っ

て
き
ま
し
た
。

先
生
か
ら
の
お
み
や
げ
は
『
平
成
６

年
度
研
修
旅
行
報
告
書
』
。

当
時
の
自

ら
の
コ
メ
ン
ト
欄
を
見
て
、

一同
み
な
赤

面
。

冨
面
白
か
っ
た
１
」
「つ
ま
ん
な
か
っ

た
！
」
そ
の
一行
で
も
良
い
！
と
に
か

く
記
録
に
残
す
こ
と
』
が
先
生
の
目
的

だ
っ
た
と
の
こ
と
。

高
林
先
生
は
、

平
成
２４
年
３
月
に
浜

松
湖
東
高
校
の
校
長
職
を
最
後
に
定
年

退
職
さ
れ
、

現
在
は
静
岡
英
和
学
院
大

学
の
入
試
・広
報
課
で
勤
め
て
い
ま
す
。

「
君
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
浜
松
を
背

負
っ
て
立
つ
人
間
な
ん
だ
か
ら
！
」
と
の

激
励
に
対
し
て
、

我
々
も
「
先
生
、

い
つ

ま
で
も
お
元
気
で
！
」
と
応
じ
、

互
い
の

再
会
を
誓
い
つ
つ
、

宴
は
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
２７
年
５
月
吉
日
　
呉
竹
荘
に
て

甑
問

新

刊

紹

介

融
粥

『
オ

ノ

マ
ト

ベ

ラ

ベ

ラ

』

水
野
良
太
郎

（高
７
回
）

『ジ
ャ
カ
ル
タ
漁
港
物
語

』

折
下
　
定
夫

（高
１８
回
）

『
Ｆ

Ａ

Ｕ

Ｓ

Ｔ

Ｕ

Ｓ

』

大
庭
み
さ
こ

（高
３７
回
）
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平成27年度
(平成27年4月進学)

入 試 結 果 概 要

入 試 合 格 状 況

※推薦 AO・ 補欠合格等を含みます。
※私立総合計欄は、表記以外のすべての私立大学合格を含みます。

平成27年度 平成26年度 平成25年度

現役 合計 現 役 合計 現役 京
十 合 計

回 公 立 大 15

私 立 四 大 537 499 562

回 公私 立 短 大 1 0 1 1 1

管 外 大 学 校 3 0 3 1 4 0 0

各種 専 門学 校 8 0 7 0 7

国公立大学
(害外夫撃枝 を含む〕

平 成 2 7年度 平 成 2 6年度 斗45▼ ク氏資FI▼

現イ受 合 計 現 役 減
十

合 計 現役 命 高1

北 甲!工業 大 1 1

北 海 道 大 2 2

山石 1

東 】ヒ大 2 2 l

茨 城大 1 1

筑 波 大 l 1

宇 都 官 大

埼 玉 大

千 葉 大 4 2 1 1

お茶 の 水 女 子 大 l 1 1 1

東 京 2 6

科 開 科 天

東 京 外 国語 大 2 1 1 1

斎責 学 卒 ★ 1

尺 只 上 業 天 1 1 1 1

東 京 海 洋 大 2 l 2 1

東京 患工 大 1

橋 大 2 1 1 1 1

電気 通 信 大

構 浜 国 立大 3 2 1 1

山形 大 1 1

福 島大 1 1

新潟大 1 1

金沢 大 1 1 1 1 1 1

福 井 大

富 山大

山 梨大 1 1 1 1 1 1

イ百,‖■天 5 l 1

静 岡大 2 2 2

浜松 快大 6 5 1 l

摩 矧 数 台 衣 1

串橋 キ支術 科 学 大 1

祐 百 犀 天 7 7

名古 屋 工 大 5 1 2

出▼ニユメご 1

百 啓 l 1 1 1

滋 賀大 2 1

京 者【府 3 1

泉 都 上 去 概 糸肝 天 1 1

京 都教 育 大 1 1

大 阪大 2

天 j l R 紙百 天 1 1

神 戸 大 3 2 2 1

祭 良教 育 大

余 員女 子 大

岡 山大 1 1 1 1

広 島大 1 1 1 l 1

鳥取 大 1 1 1 1

山 口大 1 1 l 1 1 1

高 知 大 1 1

薇 島 大

香川大 l 1

化州 大 3 2

佐賀大 1 1

長 崎 大 1 1

F ‖鉢於 1

蔵 児 島大

,命"【天 1 1

国際 教 春 大 2 1 1

福島県立医科大 l 1

埼 玉 県 立大 1 1

前 橋 工 科 2 l

1 1

百 都 大 東 京 1 2

横 浜市 立 大 2 1

神奈川県立保健福祉大 1 1

都 留 文科 大 2

金沢 美 術 工 芸 人

石 川 県 立 l 1

静 岡県 立大 1 7

部 岡 サ イレ革 茉 1

愛 知 県 立 大

愛知 県 立 芸 術 大

% 古 屋 市 ▼ ☆

禍 井 県 立 大 1 1

京都 府 立大 1 1 l 1

京都市 立芸 術大

大 阪府 立 大

兵庫 県 立大 1 1

信寺月k巧記労 ブ〔 1 1

岡 山県 立 大 l 1

県 1ヽ 広 島 大 1 1

広 拷i 何立人 1 1

高 知 工 科 大

北 九州 市 立大 3

几 り‖‖閑 材 尺 1 1

名桜 大 1 1

線 崩 )
4ヽL,夕 7!年 |▼ 半 席 %生 ぽ 平

現役 合計 現 役 命 占1 現 伎

慶 悠 義 裂 天 7 2 8

早稲 田 大 1 3

田 治 茉 3

立教 大 2 4 1

岸 l t r於 3 3

同 烹 社 大 6 7

立 命館 大 6 7

関 西 学 院 人 2 7 1 1

問 内 府 3 6

近 畿 大 7 3 1 1

上 智 大 1 1 3

中 写ユ 府 3 7

高 [|1字院 天 4 7 1 5 1

東 京 理 科 人 6 1 1

芝 浦 工 大 4 5

果 永 晨 天 2 7 1 3 1

明 治 学 院 大 1 1 4 2

十八 弥「 5

泉 淳 天 4 4 1

駒 澤 大

事 修 大 5

常 葉 大 1 2

聖隷 クリス トファー大

南 山 人 2 3

名 城 大 8 4 2

甲 承 天 5 1

愛 知 大 5 5 6

啓 知 字 幌 大 2 2 1 1

藤 回保 健 衛 生 大 3

酪 島学 園大 1 1 2

白治 医 科 ★

獨協 大 3

r数 って 2

身 習 悴 ☆ 2 1 1

北 里 大 2 9

国際未 腎 教 大

順天堂大 1 3

所 城 天 2 2

帝 京 大 7 3

東 海 大 7 1

津 田塾 大 5

東 京 氏 科 大

東京女子大 1 1 4

日本 女 子大 2

東 京 都 市 大 1 1

仰 余 川 天 1 7 5 1

岐 早 聖 徳 学 園大 1 1

春 4 m医 科 ★ 3 1

豊 回工 業 大 1 1

名 古 屋 女 子 大 1 1 3

棺 山女 学 園大 2

ロラヽT鳥和L号末 1 1 1 1

泉 者低厳 府 1 3

百 者K f ― r 片 5 2

同意 社 女 子大 1 1 4

龍 谷 大 3 2 2

関西外大 3

神 戸 女 子 大

川 崎 医 科 大

気象 大 学 校 1 1

断 T s I 末 年 府

防 衛 戻 科 ★

海 上 保 安 大 学 校 l 1

人 店 天 字 布 1 1



平成 27年 8月 1日 浜 松 西 高 同 窓 会 報 (16)第 59号   ・

〓
キ０
く
＼
電
電
電
子
Ｄ
ヨ
い
ヨ
．∽

〓
ｂ
【∞

西
山
賞
と
は

「全
国
レ
ベ
ル
で
特

に
優
れ
た
業
績

・
功
績
を
挙
げ
た
生

徒
」
に
対
し
て
、

三
部
門
別

（文
化

芸
術
部
門
、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
、

善
行

部
門
）
に
同
窓
会
か
ら
卒
業
時
に
授

与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▼
文
化
芸
術
部
門

中
等
部
弦
楽
部

（団
体
）

Ｔ
Ｂ
Ｓ

「
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

東
日
本
優
秀
演
奏
発
表
会

最
優
秀
賞
　
全
国
大
会

（文
部
科
学

大
臣
奨
励
賞
選
考
会
）
出
場

鈴
木
　
大
達

平
成
２４
年
　
第
５６
回
日
本
学
生
科
学

皆貝
　
静
岡
県
代
表
出
品

（静
岡
県
教

育
長
賞
）

▼
ス
ポ
ー
ツ
部
門

鈴
木
　
大
達

第
４５
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会
　
５０

ｋｇ
級
　
５
位

石
原
　
真
生
子

第
４‐
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
技
選

手
権
大
会
　
女
子
２
０
０
ｍ
　
７
位

第
４５
回
ジ

ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
陸

上
競
技
　
Ａ
Ｂ
Ｃ
女
子
４
×
１
０
０

ｍ
リ
レ
１
　
７
位

市
川
　
陽
就
　
山
添
　
翔
吾

檀
　
佑
次
朗
　
中
村
　
十
悟

米
山
　
遼
真
　
高
部
　
裕
嗣

鈴
木
　
蓮

第
４‐
回
全
国
中
学
生
テ
エ
ス
選
手
権

大
会
　
団
体
戦
出
場

鈴
木
　
蓮

平
成
２４
年
全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手

権
大
会
　
ダ
ブ
ル
ス
　
ベ
ス
ト
ー６

第
４‐
回
全
国
中
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
　

ンヽ
ン
グ
ル
ス
出
場

佐
々
木
　
健
人

平
成
２４
年
第
５２
回
　
全
国
中
学
校
水

泳
競
技
大
会

男
子
高
飛
込
　
２９
位
　
　
男
子
３
ｍ

飛
板
飛
込
　
２２
位

平
成
２５
年
第
５３
回
　
全
国
中
学
校
水

泳
競
技
大
会

男
子
高
飛
込
　
２４
位
　
　
男
子
３
ｍ

飛
板
飛
込
　
１９
位

平
成
２６
年
第
５４
回
　
全
国
中
学
校
水

泳
競
技
大
会

男
子
高
飛
込
　
１９
位
　
　
男
子
３
ｍ

飛
板
飛
込
　
１２
位

石
丸
　
利
恵

平
成
２４
年
度
全
国
選
抜
中
学
校
テ
ニ

ス
大
会
　
出
場

▼
文
化
芸
術
部
門

大
川
　
七
彩

平
成
２５
年
度
第
３５
回
全
日
本
リ
コ
ー

ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

高
校
ソ
ロ
の
部
　
銀
賞

今
尾
　
美
運

平
成
２６
年
度
第
３８
回
全
国
高
等
学
校

総
合
文
化
祭

美
術

・
工
芸
部
門
　
文
化
運
盟
賞

永ヽ
田
　
真
理
奈

平
成
２４
年
度
第
１０
回

「金
融
と
経
済

を
考
え

る
」
高
校
生
小
論
文

コ
ン

ク
ー
ル

特
選
　
金
融
広
報
中
央
委
員
会
会
長

挙貝平
成
２５
年
度
税
に
関
す
る
高
校
生
の

作
文

国
税
庁
長
官
賞

▼
ス
ポ
ー
ツ
部
門

入
谷
　
玲
音
　
米
倉
　
史
博

平
成
２５
年
度
第
２５
回
全
国
高
校
選
抜

ボ
ー
ト
競
技
大
会

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
ーー
位

平
成
２６
年
度
第
６２
回
全
国
高
校
総
体

ボ
ー
ト
競
技

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
　
６
位
入
賞

入
谷
　
玲
音

平
成
２６
年
度
第
６９
回
国
民
体
育
大
会

ボ
ー
ト
競
技

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
‘
準
決
勝
進
出

山
本
　
紗
弓

平
成
２５
年
度
第
６‐
回
全
国
高
校
総
体

ボ
ー
ト
競
技
　
女
子
舵
手
付
き
ク
オ

ド
ル
プ
ル
　
準
々
決
勝
進
出

野
崎
　
舞
夏
星

平
成
２６
年
度
第
４
回
世
界
ジ

ュ
ニ
ア

相
撲
選
手
権
大
会

軽
量
級
優
勝
　
知
事
顕
彰
表
彰

「平成28年度静岡県立浜松西高等学校・同中等部の入学者選抜」について(予定)
中 等  部 高 等  部

募集定員 160名 (4学級) 80名 程度(2学級)

選抜資料 総合適性検査、作文、面接、調査書等
調査書、学力検査、面接、実技検査及び作文
(実技検査及び作文については、「体育的活動」に関す
る裁量枠希望者のみ)

実施期日
平成28年 1月9日 (土)総合適性検査、作文 平成28年 3月3日(木)学力検査、作文

(作文については上記希望者のみ)

平成28年 1月 10日 (日)面 接
平成28年 3月4日(金)面接、実技検査

(実技検査については上記希望者のみ)

※お知り合いの方々にお知らせください。

◆
先
輩
方
と
楽
し
く
雑
談
し
な
が
ら

の
編
集
作
業
、

あ

っ
と
い
う
間
で

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｙ
）

◆
初
め
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

今
年
の
会
報
を
読
む
の
が
さ

ら
に
楽
し
み
で
す
。

　

　

　

（Ｆ
）

◆
卒
業
し
て
だ
い
が
た

っ
て
も
、

母

校
の
編
集
作
業
に
関
わ
れ
て
光
栄

で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（Ｔ
）

◆

会

報

は

西
高

同
窓

生

の

「
軌

跡
。

」
卒
業
２０
年
目
の
私
は
、

ま

だ
ま
だ
道
半
ば
で
す
…
。

　

（０
）

◆
編
集
委
員
会
に
興
味
の
あ
る
方
Ａ

ど
う
ぞ
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
運

絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
（Ｃ
）

左
右
田
丈
夫

近
藤
　
哲
哉

融
緩
菊
竪
難

岩
測
　
千
江

大
隅
　
康
人

編
集
副
委
】貝
長
山
本
　
優
美

落
合
　
　
優

原
野
扶
友
美

安
田
　
　
恵

小
杉
　
哲
康

岡
田
　
佳
久

（中
１９
回
）

（高
９
回
）

（高
３９
回
）

（高
４０
回
）

（高
４０
回
）

（高
４６
回
）

（高
４６
回
）

（高
４７
回
）

（高
４７
回
）

（高
４８
回
）


